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序 :論点について

本稿は二重の目標を達しようとするものであるO目標の第-は,談話分析の実践的過程を示す

ことであり,その第二は,談話分析の方法を,わが国における外国語としての英語教育に関連づ

けて,何等かの意義を兄いだすことである｡

第一の目標は,本稿における論述全体によって達せられるものと信ずるが,第二の目標に関し

ては,外国語教育の多面性を考慮すれば,分析の対象を限定せざるを得ないのは言を侯たない｡

我々は教科書そのものを,ある意味で,談話の現実体,すなわちテクストと見なすべきであると

考えるのであるが,本稿は,そのような意味でのテクスト全体を対象とするものではない｡なぜ

ならば,教科書は,教材として,教材論の視点からの分析を必要とし,それは,明らかに教育学

全体の枠組みの中に位置づけて行われるべき分析だからである｡

さて,一般に理解されているところ,英語の教科書は,読解力の養成 ･文法の理解 ･文章表現

力の養成を主眼として,それに,種々の補足的要素- 練習問題 ･語桑 ･発音の表示など- が

付け加えられている.本稿の対象とする高等学校用オーラル ･コミュニケーションAの教科書に

おいても同様である｡従って,この科目の達成しようとする目標に照らして,主眼となるべき素

材と補足的要素とを弁別することが可能である｡我々は必ずしも補足的要素の重要度が低いとは

考えないないのであるが,全体を通して主眼をどのようにして提示するかに,教科書それぞれの

特徴が現れることが認められる｡本稿の対象としては,その意味における中心的な部分に焦点を

当てて,分析を試みるものである｡

ここで,本題に立ち入るに先だって,｢オーラル･コミュニケーションA｣という科目について,

若干の付言が必要であろう｡
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文部省は昭和 62年教育課程審議会答申を受けて,外国語 (英語)についても学習指導要領の改

訂を行った｡この答申は｢国際化の進展に対応した,国際社会で生きるために必要な資質を養い,

コミュニケーション能力を養成し,国際理解の基礎を培う｣必要を強調するものであったOこれ

を受けた高等学校改訂指導要領 (1994年度より学年進行をもって実施)1)によって,｢オーラル ･

コミュニケーションA/B/C｣の三科目が新たに設けられた｡これらは,高等学校の課程にお

いて,話し言葉としての英語によるコミュニケーション能力の育成を第一の目標として掲げるも

のである｡これら,三科目は,A/B/Cの順に,それぞれ｢自分の考えや感情を表現する能力｣

の養成,｢聴解能力｣の養成,｢整理･発表･話合いの能力｣の養成が,その目標である｡そして,

高等学校の生徒は,これら三科目の少なくともどれか-科目を履修することが要請されることに

なった｡この様に,言語運用の能力を三分野に分ける科目編成は,既に,中学校の指導要領にお

いて ｢話すこと｣と ｢聞くこと｣の領域を独立した二つの領域として指導することにより,話し

言葉としての英語コミュニケーション能力の向上の実現を図ろうとした方針を受け継いだもので

ある｡

この様な指導要領の方針に従って,オーラル･コミュニケーションA [以下,OCAと略称]の

教科書が編纂され,文部省の検定を経て,一般に利用されることになった｡我々が検討の対象と

したものは,それらのすべてで,19種奨 2)にのぼる｡これらは3-14名の編著者によるもので,

一種類を除き,母語話者が編著者に加わっているのが普通である｡母語話者が校閲にのみ携わっ

ている例が一種類あるが,最大 3名の母語話者が参加している｡それぞれのレッスンの数は,慕

大 35課,最も少ないもので12課である｡この最少のレッスン数は,レッスンに匹敵する補助的

な教材が加えられているので,実質はこれより多い筈である｡これを除いて最も少ないレッスン

数は15課である｡また,これらのレッスンをユニットまたはパーツにまとめている教科書が約辛

数 (11種類)である｡

レッスンまたはユニットの組立方に,編著者の方針が現れている｡言語表現の形式,言語表現

機能,言語使用の場面の三つの観点のどれにより多くの注意が払われているかをみると,使用場

面 (シチュエーション)によるレッスンの組立てが過半数 (12種)である｡もちろん,それぞれ

の場面での言語機能- 例えば,挨拶 ･忠告 ･指図など- が含まれ,それらが英語でどのよう

に表現されるかに及ぶのであるが,OCA教科書の編集者がより具体的な言語行為をイメージして

いるという傾向を認めてよいのかもしれない｡

それぞれのレッスンあるいはユニットの組立ては,ダイアログを基本として,様々な練習課題

が与えられているのが普通である｡どのような練習上の課題が付随していても,基本ダイアログ

抜きにレッスンが組み立てられていることはない｡つまり,ダイアログが教材の中心で,最低の

必修内容なのであり,それを基本として,練習課題を通じてより多くの表現形式を身につけさせ

る,あるいは,聴解力を増強させる,実用的な語桑を増やす工夫を加える,などの多様な編集上

の努力がなされている0
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このようにして,我々は,19種類のOCA教科書の全てのレッスンのダイアログ部3)について,

談話分析的観点から考察を加えることにした｡この様な視点とは,具体的な例として言えば,吹

のような事項になるであろう:1)発話を言い切っているか(incompletenessofsentences),2)

ダイアログにおける話者の交替 (turn-taking),3)繰り返し (structuralrepetition),4)栄

話の語数 (quantityofutterances),5)談話の標識や注意喚起の信号 (discoursemarker &

attentionsignals4)),6)文体の適切さ (formalorcasualstyle),7)ジャンルによるテクス

トの型 (generictextpatterns),8)隣接ペア (adjacencypairs)の生起,9)その他5)｡これ

らの全てについて検討をすすめてきたのであるが,本稿においては,主として ｢文体の適切さ｣

ないしは ｢自然度｣(authenticity)6)を依頼表現 (speechfunctionofrequest)との関連におい

て考察し,その結果を論じることにする｡

Ⅰ.分析の方法

本稿において｢依頼｣というのは,表現の形式を問わず,機能- すなわち,言語行為理論上,

いわゆる,発語媒介行為としての行動を聞き手から引き出すような機能7),そのような発語内の力

をもつものと緩やかに解釈した言語機能 (speechfunction)についていうのである｡この様な意

味で話し手が相手に対して行う依頼行為としての言語表現が対象である｡もちろん,対人的に依

頼を行う行為は,言語以外の手段によるものも当然あり得る｡また,言語行為としても,文書に

よる依頼もあるが,これは時間的な直接性に欠ける｡本稿における ｢依頼｣というのは,話し手

と聞き手が同じ時間的 ･空間的場にあって,直接に話しかけ,聞くという行為を通じて,話し手

が聞き手からの行為による反応を喚起するものである｡要するに,聞き手が話し手の言語行為に

よって行動を直接的に起こすかどうかを区別の基準とする｡例えば,

(1-1)JustcallmeJennie. (1)8)

(1-2)CouldyoutellmethewaytotheCityHotel? (209)

(1-3)Tomoko,youstandtotherightofYuji. (7)

(1-4)Ⅰ'dlikesomeflowers. (61)

(1-5)Hello,maylspeaktoPat,please? (66)

(1-6)Pleasepassthesoysauce. (28)

のような例文において,(1- 6)では,発話に対して,同席している人が何も言わないで,醤油

の容器を手渡すだけであっても,問題がない場合があり,直ちに醤油の瓶を手渡す行為が第一義

的に求められているO同じ事は (1-3)の場合も同様であろうOいろいろな場面が考えられる

が,大勢で集合写真を撮影する場合の位置の取り方が問題であれば, トモコはユウジの隣へ移動

するだけでよいのであるQ

しかし,(1-2)においては,直ちに求められているのは言葉による指示という言語行為であ

る｡道案内という言語的反応は,発語媒介行為であるから,言語行為が聞き手の直接的第一義的
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反応としての行動である｡同様に,(1-1)においても,初対面の堅苦しさを解きほぐすために,

名前の親しみのこもった呼び方を要求しているので,聞き手が ｢ジェニー｣と呼びかけるという

言語行為が直接的第一義的な反応でなければならないOこの様に,単なる動作という意味での行

動がなくても,言葉による指示や呼び掛けを行動と見なして,これらを依頼表現の考察の資料に

加えることにする｡

(1-4)および (1-5)においては,何等かの言葉による反応が伴う場合が多いが,買物の

場面で ｢花を下さい｡｣と発話するならば,第一義的に求められている聞き手の反応は,肯定的に

は,花を売ることである｡また,(1-5)のように電話をかけているいるとすれば,本人であれ

ば言語的な反応を示すことが重要であり,もし,電話の受け手が本人でなければ,本人を呼び出

すための行為が要求される反応である｡これらの場合,言葉による反応を考慮することが普通で

あるが,この反応の直接性にむしろ着目すべきであろう｡

この様にして,依頼表現は,言語形式に拘らず,話し手が聞き手の行動による反応を求めるも

のとして,容易に判定が可能な場面の脈絡において兄いだすことができる｡

次に考察の視点としては,受益関係および対人関係9)が依頼の言語表現とどのように関わって

いるかに着目した｡

依頼者と被依頼者の対人関係については,4つのカテゴリーを設定した｡すなわち :

1)対等関係 :学生とか友人同士など (例 :Emi,letmeseeyournotebook,please.);

2)上下関係-a):下位の依頼者の発話,子供の親に対する依頼,店員の顧客に対する依頼,

学生の教師に対する依頼など (例 :Canwego,mom?);

3)上下関係-b):上位の依頼者の発話,教師の生徒に対する依頼,顧客の店貞に対する依

頼,親の子に対する依頼など (例 :Getup,Toshiko!)

4)関係不明 :上位 ･下位の関係が不明であるか,関連が無いと考えられる場合,例えば,

全く未知の他人に対する依頼,電話をかけるとき誰であるか不明の相手に対す

る依頼など (例 :Excuseme,where'sthenearesttelephoneboothP)

この関係の分類については,教科書の編集方針によっては,容易に判別がつくものと,比較的困

難なものとがあった｡ダイアログそのものが,話し手 ･聞き手の関係を明示している場合は判別

が容易な場合である｡逆に,話し手･聞き手が単に記号 (例えば,A;Bのような)で示されてい

る場合は,各レッスンの練習問題,その他の説明部分,イラストレーションなどから判断できる

のが普通である｡前述のように,教科書全体がシチュエーション中心に編集されているものが多

いからである｡

受益関係10)については,対人関係の如何を問わず, a)依頼が依頼者に直接的な利益をもたら

すか,逆に,b)依頼が被依頼者に直接的に利益をもたらすかによって区別が可能である｡例え

ば,

a)Watchyourstep.
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b)CouldIaskafavorofyou,Professor?

において,≪A)依頼者<被依頼者 ;B)依頼者>被依頼者≫のように,不等号を用いて定式化で

きるような,比較的単純な関係として捉える｡資料全体を通じて,この判断が困難な場面は殆ど

無かったと言える｡

本題である ｢依頼表現｣における ｢文体の適切さ｣を考察するには,言うまでもなく,表現の

多様な形式を整理しておく必要がある｡依頼という言語行為の主体は,発話がどの様な形式を取

ろうと,言語的にその主体11)が表現に顕在化していようが,表現されずに終わっていようが,依

頼者として必ず存在する筈である｡しかし,そのことを念頭に置きながらも,やはり,表現の形

式上の適切さを考察するには,センテンスの形式を整理しておくという準備作業が必要である｡

そこで,我々は,センテンスが節(clause)の形式をとるか,節形式と無関係な,いわゆる,｢無

定形文｣(amorphoussentence)12)であるかを,まず,区別しなければならない｡次の例文によれ

ば :

C)AreturntoVictoria,please. (153)

d)Justamoment,please. (38)

e)Hurryup,Yoko! (244)

C)は,鉄道などの駅で切符を買うときの定形的表現であり,これを節形式に置き換えることは

ない｡ d)は,節形式に還元することが可能であるが,その様な変換が ｢文体の適切さ｣に及ぼ

す影響は無視できない｡これは,頭部省略13)と考えることもできるが,節形式とは関係づけない

こととした｡これに類する用例は,資料の中に少なからず存在する｡ e)は,これに対して,節

形式をなすものと捉えるべきである｡センテンスの意味上の分類から,文法的に位置づけられた

センテンスのタイプであるから,無定形文と同列に扱う事は,本来的には正しくない｡しかしな

がら,本稿においては,以上,三つの場合,文法上の主語が欠如しているという観点から,同列

に扱うことにした｡すなわち,無定形文 ･頭部省略 ･命令文 (ただし肯定形のみ,その理由につ

いては以下を参照されたい)は同列の類をなすことにした｡

他の依頼表現の発話は,節形式,すなわち,主語 (subject)と逮部 (predicate)の結合をなす

類である｡主語は名詞句 (noun phrase)で,構造的に単純である｡述部の構造は ｢操作子｣

(operator)と｢叙述部｣(predication)14)からなる｡依頼表現に関連して重要なのは,主語と操作

子の語順である｡いわゆる,意味によるセンテンスの分類は,伝統的には,この語順によって決

定されてきた｡次例 :

f)Ⅰ'mlookingforabluejacket. (102)

g)Ipreferabrightercolor. (265)

h)So,couldlcome,too,Yumi? (251)

i)Don'tcallmeMr.Hara. (243)

をみると, f)とg)は,肯定平叙文 (declarative),h)は疑問文 (interrogative), i)否定
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命令文 (imperative)であるが,一般に,このセンテンスの意味上の分類は,対人関係を表示す

ると考えられる｡すなわち,疑問文は質問(question)であり,相手から吉葉による反応を引き出

すという機能を特色とするとされ,命令文は要請 (request)で,相手から行動による反応を引き

出す機能を特色とすると言われる｡疑問文も命令文も要請としては同じであるが,相手に求める

反応が言語的であるか行動的であるかの違いがあるだけだというように単純化して説明される｡

これは,あくまでも文法の分野での議論であるO

しかし,文法においても,質問や要請という事を云々する以上,そこには話し手と聞き手の間

に,何等かの対人関係 (interpersonalrelationship)を認めているのだという判断が成り立つで

あろう｡従って,文法的に形式上の区別が可能な限りにおいて対人関係を考慮するならば,対人

関係の区別に対応する形式は,上の例文にみるとおり,主語と操作子の語順によると言うことに

なる｡すなわち,

f')主語 (Ⅰ)十操作子 ('m)

gり主語 (Ⅰ)+操作子 (0)15)

h')操作子 (Could)+主語 (Ⅰ)

i')主語 (0)+操作子 (Don't)

従って,本稿においては,節形式のセンテンスに関しては, f'- i')に認められる結合の様態を

対人関係表現の中心部分とみなす事にする｡

これに対して,いわゆる叙述部は,内容によっては依頼表現と密接な関係を持つけれども,必

ずしも関係があるとは限らない｡

j)WillyouhelpmewithmyJapaneseP (49)

k)Sir,maywegobackintothestationP (228)

のような例文を比較してみれば明らかなように, j)の叙述部は依頼表現と関係が深いけれども,

k)の叙述部は,殆ど,無関係であると言える｡従って,叙述部の内容をもって節形式の依頼表

現の中核的な要素と見なすことはできない｡

この様にして,節形式の発話に関しては,≪主語+操作子≫の要素を｢中核部｣(Nucleus)と見

なし16),それに続いて生起する叙述部を｢中核部継続要素｣(Post-Nucleus)として,従属的な位

置を与える事にする｡

以上は,節形式の発話に限られる配慮であるが,依頼の発話の殆どすべてに当てはまる残余の

要素を考慮しなければならない｡節形式に関して言えば,叙述部の中の疑問詞は,文法上の規則

に従って中核部の前に生起する｡また,節形式に限らないが,呼掛け(vocative)や注意を喚起す

るための合図や談話の標識 (discoursemarker)17),同様にして,遊離要素である儀礼的従接詞

(courtesysubjunct)18)やイディオマテイツタな表現形式が,中核部に先行し得る｡従って,これ

らは ｢中核部先行要素｣(Pre-Nucleus)として認めなければならない｡

同様にして,中核部継続要素では完結せずに,呼掛けや儀礼的従接詞が最後に付加されること
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がしばしば兄いだされる｡これらは,｢終結部｣(Finish)として別に考えざるを得ない｡

この様にして,節形式における依頼の発話を,構成要素の観点からみると,次のように定式化

することが出来るだろう:

(Pre-Nucleus)+Nucleus[subject+operator/operator+subject]

(+Post-Nucleus)(+Finish)

ここにおいて,括弧の中の要素は義務的でない｡すなわち,特別な文脈においては,中核部のみ

から依頼の発話が成り立っている場合も起こり得る :

1)A:Youhaveaperfectrighttogetthepermitjustnow.

B:JJ(7_l･J,つ

A:Certainly.Hereyouare.

のような場合である｡しかしながら,依頼表現の性質上,括弧内に示した随意的要素を含まない

ような表現は稀であろう｡

また,さきに掲げた無定形文 ･頭部省略 ･命令文 (ただし肯定形のみ)については,当然なが

ら,節形式における中核要素は欠如している｡従って,節形式において随意的であると考えられ

た要素が重要な意味をもつ｡例えば,

m)Aw,please,Mom. (141)

n)Pardon? (202)

o)Smile! (33)

これらを節形式の定形化にならって示せば :

Pre-Nucleus+Posl卜Nucleus+Finish

となるかも知れないが,このうち,どの要素が義務的か,随意的かを決めることはできない｡

さて,これまで詳述した基準に基づいて,所定のOCA教科書 19種類に現れた294例の依頼表

現について定量的･定性的分析を行った｡使用した計算ソフトは EXCEL97/98である｡ダイア

ローグのテクストを精査するに際しては,言語機能の観点を反れないよう,形式にとらわれて読

み違いのないように,繰 り返し細心の注意を払って共同作業にあたった｡従って,294個の用例の

依頼表現としての位置づけについては,確信をもって集計に当たることができた｡

上拓の計算ソフトにより,それぞれの構成要素毎に分析したワークシートを作成した｡ワーク

シートについては,付録別表によって,それぞれの機能単位が確認されている実態を参照された

い｡すなわち,中核部先行要素,中核部(主語×操作子),中核部継続要素,終結部にどの様な表

現形式が位置づけられているか,依頼の発話主体 (addresser)および被依頼人 (addressee)とそ
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の間の対人関係 (1- 4),依頼の受益関係 (< ;>)が示されている｡

この原資料をソーティング19)することにより,主眼とする項目について数量的知見を得ること

ができた｡例えば,中核部先行要素がない表現は,0によって連続的に読み取ることが可能であ

る｡依頼表現の多様性は,この原資料により明らかになるのであるが,それを対人関係および受

益関係の視点からみて,どのように評価することができるか,すなわち,｢文体の適切さ｣の視点

から評価を試みることができ,しかも,その結果を数量的に明らかにすることにより,OCA教科

書ダイアローグの適切さについての考察が可能になるか,多大の関心をもって考察に当たった｡

言うまでもなく,日本国内の高等学校で使用するための,日本人による日本人のための教材で

あることに留意して,｢文体の適切さ｣にある程度の評価を下すために,教科書以外の資料との比

較を試みた｡すなわち,インターネットで公開されている外国(アメリカ)映画の資料サイト(us.

imdb.com/)20)から,資料の一部を検索し,依頼表現の一部について対照的な様相が兄いだせる

か試みた｡

ⅠⅠ.分析の結果およびその考察

以上の基準に基づいて,A.表現の形式 ;B.対人関係 ;C.受益関係 ;D.対人関係および

受益関係と表現の形式 ;E.表現上の自然さに関する考察を行った｡

A.表現形式について

1.中核部 (NUCLEUS)

我々の基準によれば,依頼表現の形式的側面として,節形式をとるか否かの区別が立てられて

いる｡節形式をとらない表現の例を繰 り返しあげれば :

a)Aw,please,Mom. (141)

b)Pardon? (202)

C)Smile! (33)

の如きものである｡すなわち,節形式を中心に考えるならば,主語と操作子が欠如しているよう

な表現である｡本稿における分析によれば,主語-0ならびに操作子-0として,中核部全体は

≪0/0≫の構造として捉える事にした｡このようにして,該当の294例についてみると,主語-

0の形式は,101例 ;操作子-0の形式は,104例 ;中核部全体として≪0/0≫の形式は,90例

であった｡(表 1参照)

操作子として (don't)をとるが,主語を欠くもの,すなわち≪0/don't≫の形をもつ否定の命

令文は7例であった｡しかし,上掲の例文 C)のような肯定命令文は90例あり,全体として命

令文は97例であった｡(表 1参照)

主語についてのみ考察すると,表 1に示したように〈Ⅰ) 88例 ;〈you〉 81例 ;(we) 7例 ;

くthere〉 3例 ;(その他〉 14例であった｡また,操作子は- 主語と語順倒置のあるものについ
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表 1

GrandTotal

Nucleus(S+Operator) Nucleuslst(Subject) Nucleus2nd(Operator)

0/0 90 0 101 0 104

0/Don't 7 Ⅰ 88 can? 36

I/0 8 you 81could 2

Ⅰwill 16 We 7 could? 35

Ⅰwould 12 there 3 do? ll

Doyou? 9 don't 7

Don'tyou? 5 other 14 don't? 5

Willyou? 8 is 7

CanⅠ? 19 is? 8

Canyou? 14 may? 20

MayⅠ? 19 will 17

Wouldyou? 12 will? 9

CouldⅠ? 9 would 13

Couldyou? 26 would? 12

other 40 other 0
total 294 total 294 total 294

ては〈?〉をつけて区別した- (can?) 36例 ;(could) 2例 ;(could?) 35例 :くdo?〉 11例 ;

(don't?〉 5例 ;(is) 7例 ;〈is?) 8例 :〈may?〉 20例 ;(will〉 17例 ;(will?〉 9例 ;

(would) 13例 ;(would?) 12例 ;〈その他〉 8例 ;((don't〉 7例 :これは上述の否定命令

文に含まれる)である｡

以上について,主語と操作子の結合としての中核部で最も頻度の高いものから順に掲げると,

(couldyou?) 26例 ;〈mayI?) 19例 ;〈canI?) 19例 ;〈I will〉 16例 ;くcanyou?) 14

例 ;(would you?) 12例 ;(I would) 12例 ;〈could IP〉 9例 ;(do you?) 9例 :(will

you?) 8例 ;(Ⅰ/ 0) 8例 ;〈don'tyou?) 5例 ;(その他〉 40例(ただし,否定命令文をつ

くる 〈don't〉 7例は除く)である｡

以上について,以下のような例文を掲げることができる :

d)Couldyoujustgiveusanotherminuteortwo? (231)

e)吻 Jseeyourticketandpassport? (95)

f)Teruo,canIaskyousomething? (56)

g)77gtakethisone. (53)

h)CanyoutellmethewaytoTakeshitaDoriStreet? (107)

i)WouldyoupleasetellherIcalled? (30)

j)I'dlikeatickettoBoston,please. (283)
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k)CouldIleaveamessage,Mrs.Hill? (80)

l)DoyoumindifIuseyourcomputer? (274)

m)Beth,willyouhelpmecutthevegetables? (249)

n)Iwantacheeseburgerwithketchupandmustard. (184)

o)Whydon'tyoujoinus,Ted? (205)

P)IsitOK towatchTVonthisbed? (15)

q)Pleasedon'tsteponthemoss. (34)

2.中核部先行要素

中核部先行要素のうち,疑問詞のように文法上義務的に中核部に先行する要素がある｡上掲の

例 1-0)とともに,次の例文を参照されたい :

a)HowcanIgettothecitylibrary? (48)

呼掛け(vocative)の例は,上掲 1-m)に認められるが,同様に,呼掛けの間投詞(interjection)

が起こり得るが,本稿の扱う資料の中では,頻度がきわめて低い :

b)Hey,Mariko,lookatthesesweaters. (189)

注意を喚起する信号 (attentionsignal)としては,〈Excuseme,(but))が,最も頻度が高い｡

くWell),(But),(Now),〈And)などの談話の標識 (discoursemarker)は,頻度が低い｡

C)Excuseme,whereisNishiStation? (170)

d)Oh,bytheway,canyouhelpmewiththatreporttomorrow? (275)

従接詞 (subjunct)21)の類は,当然ながら(please〉の頻度が最も高い｡(yes),〈OK)なども生

起する｡また (just)は,用例が7個ある｡

e)ALso,Couldyoutakehimoutforawalkeverymorning? (222)

合接詞 (conjunct)22)もきわめて稀である｡上掲の例文d)における 〈bytheway)はこれに

該当する｡

f)So,meetmeatDon'splaceattwo. (219)

g)Firstofall,I'dliketohavecornsoup. (127)

離接詞 (disjunct)23)の例としては,

h)Maybe,youcanhelpus,too. (144)

その他,慣用的な表現として,敢えてこの範暁に属せしめた例をあげると:

i)And".well… Iu)asu)ondm'nglfyoucoulddoonelastthingforhim. (223)

j)Zt'drleallyhelpmelfyoucouldshowmehowtosolvethis. (237)

3.中核部継続要素

中核部継続要素は,まさに,依頼の内容であり,メッセージの最も重要な部分である｡従って,
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シチュエーションによって,どの様にも変わり得る｡例えば,食事のために外出しようとする場

合と,電話で医者に診察時間の予約を取 り付ける場合とでは,当然ながら,用いる言葉自体が変

わらなければならない｡したがって,これについて内容上の特別な分類を試みることは意味がな

いと考える｡

しかしながら,この部分は,節形式の発話の場合には,文法上,叙逮部 (predication)として

取 り扱われるべき要素である故に,文法的な類別をたてることが可能である｡すなわち, 1)本

動詞を先頭にたてる句をなす場合 ;2)操作子が (be)((have)も可能)で,述詞 (predicative)

が名詞句である場合 ;3)操作子が (be)で,述詞が形容詞句である場合,である｡それぞれに

ついて例をあげるだけで充分であろう:

a)Couldyouwriteitonthebond,please? (4)

b)Whatisyourname,please? (278)

C)Justwaterisfl-ne. (43)

なお,念のために付言すれば,上掲の例文 b)の分析は,本来は主語であるが,このデータの

処理のための必要上,そこに位置づけてあるものである｡

また,このような節構造を全 くもたないものが多数あることは既に述べたことから明かであろ

う｡

d)Justonemoment,please. (38)

e)Aw,please,Mom. (141)

この後者の例文において特にそうであるが,依頼の内容は,場面の脈絡から完全に検索可能であ

る｡

4.終結部

終結部は変化に乏しい｡全 く終結部を欠 くばあいと,呼掛け(vocative)および儀礼的従接詞の

〈please〉が生起するのみである｡

a)TellhimI'mnotin. (76)

b)So,couldIcome,too,YumiP (251)

C)Passthesalt,Please. (149)

なお,全体 として,終結部を欠 く例文は223個 (75.9%),(please)(中核部継続要素に従接詞と

して組み込まれている3例を除く)を含む例文は45個 (15.3%)であった｡

B.対人関係について

対人関係は,既に述べたように4つの類 :1)対等関係 ;2)上下関係-a);3)上下関係-

b);4)関係不明,に分類されている24)｡それぞれの類について総括すれば,以下の通 りである｡
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1.第 1類(対等関係):本稿の分析対象に関する限り,きわめて単純であると考えられる｡ダイ

アログのテクストが高等学校用の教材であるという特色を反映して,対等の話し手- つまり,

依頼者と被依頼者- は,共に学生･生徒である｡全体として,対等関係者の間での依頼は,294

例中の89例 (30.3%)である｡唯一の例外は,夫婦間のやり取りの中に兄いだされた :

a)Whydon'tyoujoinus,Ted? (205)

つまり,妻が夫のテッドの参加を要請しているものである｡

2.第 2類 (上下関係-a)):非対等の関係者のうち,何等かの意味で下位の話し手が上位の聞

き手に依頼行動として発話している場合である｡この類の発話は,全資料のなかで45例(15.3%)

にとどまっている｡その内容を考察すると,

1)依頼者が学生 ･生徒である場合 :32例

a)被依頼者が身内の上位者 (親など)の場合 :8例 :-

Canlhavenextweek'sallowancenow? (89)

b)被依頼者が友人の親 ･ホストフアミリの主人の場合 :14例 :-

Pleaseaskhimtocallmeback. (178)

C)被依頼者が教師である場合 :5例 :-

MayIaskyousomething? (3)

d)被依頼者が医者 ･警官その他,未知の他人である場合 :5例 :-

Excuseme,whereisNishiStation? (170)

2)依頼者が店員 ･受付掛 ･タクシー運転手などの場合 :13例

a)被依頼者が学生 ･生徒の場合 :3例 :-

Pleasefilloutthisform andsignhere. (156)

b)被依頼者が学生 ･生徒と限定できない場合 :10例 :-

Canyouputyoursuitcaseonthescales? (96)

3.第 3類 (上下関係-b)):非対等の関係者のうち,何等かの意味で上位の話し手が下位の聞

き手に依頼行動として発話している場合は,本稿の対象とする資料に関しては,全体で121例

(41.2%)を兄いだした｡その内容を,同様にして分析すると,

1)被依頼者が明らかに学生 ･生徒である場合 :47例

a)依頼者が身内の上位者 (親など)の場合 :11例 :-

Johny!Pleaseturndownthatmusic. (139)

b)依頼者が友人の親 ･ホストフアミリの主人の場合 :19例 :-

IwantyoutodosomechoresjustasSam andhissisterdo. (195)

C)依頼者が教師である場合 :11例 :-
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NowIwantapairofyoutoactouttheconversation. (5)

d)依頼者が医者 ･警官その他,未知の他人である場合 :6例 :-

Yourpassport,please. (136)

2)被依頼者が店員 ･受付掛 ･タクシー運転手などの場合 :74例

a)依頼者が明らかに学生 ･生徒の場合 :16例 :-

I'lltakeacheeseburgerwithFrenchfriesandachocolateshake,togo. (161)

b)依頼者が学生 ･生徒と限定できない場合 :58例 :-

CanIcheckinherefortheWorldAirlinesflighttoNewYork? (94)

4.第 4類

第 4類 (関係不明)には対人関係を明らかにできない三つの理由があり得る｡その一つは,互

いに全 く未知の他人であり,場面の脈絡に互いの上下関係を示すような役割関係が認められない

場合である｡例えば,デパー トでの買物においては,如何に貧しい人でも顧客である限りにおい

ては,高給をとっている店員より上の立場にあると,社会的役割の上で認められる｡第一の場合

は,その種の不確定性をいう｡

二つ目の理由は,互いに既知の関係にあるかもしれないが,その場において,互いの関係を確

認するに到っていない場合をいう｡例えば,電話を掛ける場合,相手として誰が出て来るかは,

掛けてみなければ,分からない｡その段階においては,対人関係は不確定である｡そして,その

不確定性が程なく解消する場合もあり,結局は,不確定のままに終わる場合もある｡これは,礼

会的役割とは関係なく,むしろ,伝達の媒体の然からしめる結果である｡

第三の理由は,初対面の人の間において起きる不確定性である｡そして,互いに関係を深める

場合には,不確定性が消えるのであるが,その必要がない他人どうしの関係を続ける場合には,

対人関係の上下については,判断がつかない｡初対面の段階においては,これと同じ状況が存在

する｡

第 4類の用例は49例である｡これについて,数量的処理をすることは,対人関係 と受益の関係

を結び付けるためには役立たないと考えられる｡従って,これまでの三つの類と異なり,全体を

一括して取 り扱うことにする｡ただ,例文を示すことにより,概ね,上掲の条件は了解されると

思われる｡

例 :a)Excuseme,couldyoupleasehelpmefindmystation? (290)

b)Nowtellmemoreaboutyourtown, (2)

C)MaylspeaktoTom,please? (177)

C.受益の関係について

依頼表現を発話するという言語行為は,依頼の内容に依っては,話し手 ･聞き手の都合に影響
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を与える｡被依頼者は,喜んで依頼に応える場合もあるが,不都合を押して応じることもあり,

拒絶する場合もあり得る｡どの様な条件によって反応の違いが生じるのかは,かなり常識的な判

断をつけることが可能である｡例えば,依頼された内容が被依頼者にとって,きわめて好都合で,

容易に応じることができるようならば,当然,肯定的な応諾が得られるであろう｡つまり,被依

頼者にとって利益が大きく,払うべき犠牲が小さいからである｡本稿で考察した資料の中でも,

a)Youjustsitthereandrelax. (112)

のような,仰々しく ｢依頼｣とも言えないような発話では,被依頼者は進んで申し出に応じるで

あろう｡

しかし,若い留学生にホームステイしている家のホストマザーが次のように依頼したとすれば,

被依頼者にとって,あまり嬉しくない仕事を押し付けられたと感じても不思議でない :

b)Kenji,canyoutakeoutthegarbagenow? (17)

依頼が容易に受け入れ難い場合がある｡我々の資料の中で,

C)CanIhavenextweek'sallowancenow? (89)

のような小遣いねだりの例がある｡母親としては,娘に対する教育上,これを受け入れることは

出来ないと考えてよかろう｡

このように,依頼が被依頼者にとってどの様に好都合に,あるいは逆に,不都合に受け止めら

れるかは,依頼の内容と場面の脈絡によって,様々な段階があると考えてよい｡しかしながら,

不都合な依頼であっても,依頼の仕方によっては応諾され得るし,好都合な依頼でも,不快感を

与えるような依頼の仕方をすれば断わられる恐れ無しとしない｡つまり,依頼については,依頼

の内容の如何が当事者に評価されるはずである｡しかし,同時に,依頼者は,応諾させるための

工夫を凝らすだけの才覚があれば,たとえ,被依頼者にとってあまり好都合でなくても,応諾し

て貰えるということである｡そして,そのような工夫,才覚の一部分として,言語的表現のあり

方が含まれる｡言葉の使い方如何で,諾否が左右される場合があるのである｡

本稿においては,このような論点に深入りすることは出来ないが,少なくとも,依頼の内容が

依頼者にとって利益をもたらすか,被依頼者に利益をもたらすかの区別だけは立てられると判断

した｡全ての例文について,これを検討し,

A.≪依頼者 (-話し手) < 被依頼者 (-聞き手)≫
B.≪依頼者 (-話し手) > 被依頼者 (-聞き手)≫

の判定を下した｡それによれば,294例のなかで,A.タイプは52例,B.タイプは242例であっ

た｡更にこれを対人関係毎に分類すると:第 1類 A:19/B:70;第 2類 A:7/B:38;

第 3類 A:19/B:102;第 4類 A:7/B:32であった｡表 2-9参照｡

D.対人関係および受益関係と依頼の言語表現

B節において考察した対人関係4類について,それぞれA/B両タイプの受益関係が上述の様
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表2

1-typeA

Nucleus(S+Operator) Nucleuslst(Subject) Nucleus2nd(Operator)

0/0 130 130 13

0/don't Ⅰ 2 can? 1

Ⅰ/0 you 3 could

Ⅰwill We could? 2

Ⅰwould 1 there 1 do? 1

Doyou? 1 don't

Don'tyou? other don't?

Willyou? is 1

CanⅠ? 1 is?

Canyou? may?

MayⅠ? will

Wouldyou? will?

CouldⅠ? 9 would 1

Couldyou? 2 would?

other 1 other

1-typeB

Nucleus(S+Operator) Nucleuslst(Subject) Nucleus2nd(Operator)

0/0 190 220 22

0/don't 2 Ⅰ 18 can? ll

Ⅰ/0 2 you 28 could 1

Ⅰwill We could? ll

Ⅰwould 1 there 1 do? 2

Doyou? 2 don't 2

Don'tyou? 2 other 1 don't? 2

Willyou? 4 is 2

CanⅠ? 4 is?

Canyou? 7 may? 5

MayⅠ? 5 will

Wouldyou? 5 will? 4

CouldⅠ? 5 would 1

Couldyou? 6 would? 5

other 6 other 2
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に明らかになった｡従って,この段階で,合計 8つの類別それぞれに関して,対応する言語表現

の特徴を調査することができる｡表現上の中心として,節形式における中核部の構造に着目する

ことにする｡従って,基準は上述の ｢A.表現形式 1.中核部｣において限定した類別を導入

することとする｡いずれについても,関連の付表を参照されたい｡

1.第 1類タイプA (対等関係):19例 (表 2参照)

対等の関係にある当事者 (participants)のうち,聞き手 (被依頼者)が受益者 (beneficiary)

であるような場合である｡中核部においては,以下ににおいても同様であるが,《0/0≫は無定

形文,頭部省略,肯定の命令文である｡通常の節形式においては,≪0/don't;Ⅰ/0;二will;Iwould;

doyou;don'tyou;willyou;canI;canyou;mayI;wouldyou;couldI;couldyou;その他≫で

ある｡それらの生起の頻度を示すと:

0/0:13例｡0/don't:ナシ｡Ⅰ/0:ナシ｡Iwill:ナシ｡Iwould:1例｡doyou?:1

例｡don'tyou?:ナシ｡willyou?:ナシ｡canI?:1例｡canyou?:ナシ｡mayI?:ナシ｡

wouldyou?:ナシ｡couldI?:ナシ｡couldyou?:2例｡その他 :1例｡

(Couldyou?) および (その他〉の1例は :

a)Couldyoustandoverthere? (115)

b)ThereissomeoneIwantyoutomeet. (292)

である｡

2.第 1類タイプB (対等関係):70例 (表3参照)

対等な関係にある当事者のうち,話し手 (依頼者)が受益者 (beneficiary)であるような場合

である｡中核部各タイプの生起の頻度は次のようであった :

0/0:19例｡0/don't:2例｡Ⅰ/0:2例｡twill:ナシ｡Iwould:1例｡doyou?:2

例｡don'tyou?:2例｡willyou?:4例｡can二?:4例｡canyou?:7例｡mayI?:5例｡

wouldyou?:5例｡couldI?:5例｡couldyou?:6例｡その他 :6例｡

C)Ⅰ'dliketoknowwhy. (252)

d)CouldyoulookafterRoverwhileI'maway? (221)

e)IsthereanychanceIcouldgowithyou? (250)

これらの例文のうち,d)の R̀over'というのは,ペットで,留守中にその世話を頼もうという事

情がある｡e)の Ìsthereanychance'は,機能的には離接詞の m̀aybe'などに近いと解釈する

こともできる｡

3.第2類タイプA (上下関係-a)):7例 (表 4参照)

非対等な関係にある当事者のうち,聞き手 (被依頼者)が何等かの意味で上位の立場にあるが,
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表4

2-typeA

Nucleus(S+Operator) Nucleuslst(Subject) Nucleus2nd(Operator)

0/0 4 0 5 0 5

0/don't 1 Ⅰ 1 can?

Ⅰ/0 you i could

Ⅰwi11 We could?

Ⅰwould 1 three do?

Doyou? don't 1

Don'tyou? other don't?

Willyou? is

CanⅠ? 4 is?

Canyou? may?

MayⅠ? 5 will

Wouldyou? will?

CouldⅠ? would 1

Couldyou? would?

other 1 other

2-typeB

Nucleus(S十Operator) Nucleuslst(Subject) Nucleus2nd(Operator)

0/0 7 0 8 0 7

0/don't Ⅰ ll canP 7

I/o you 13 could 1

Ⅰwill We 2 could? 6

Ⅰwould three do?

Doyou? don't

Don'tyou? other 4 don't?

Willyou? 4 is 1

CanⅠ? 4 is? 4

Canyou? 1 may? 5

MayⅠ? 5 will

Wouldyou? 2 will? 4

CouldⅠ? 2 would

Couldyou? 4 would? 2

other 9 other1

total 38 total 38 total 38

51



北海学園大学学園論集 第 103号 (2000) 岡野 哲 他

同時に受益者 (beneficiary)であるような場合である｡中核部各タイプの生起の頻度は次のよう

であった :

0/0:4例｡0/don't:1例｡I/0:ナシ｡Iwill:ナシ｡Iwould:1例｡doyou?:ナ

シ｡don'tyou?:ナシ｡willyou?:ナシ｡canI?:ナシ｡canyouP:ナシ｡mayI?:ナシ｡

wouldyouP:ナシ｡couldI?:ナシ｡couldyou?:ナシ｡その他 :1例｡

f)Otosan,don'tdoit. (111)

4.第 2類タイプB (上下関係-a)):38例 (表 5参照)

非対等な関係にある当事者のうち,聞き手 (被依頼者)が何等かの意味で上位の立場にあるが,

話し手 (依頼者)が受益者 (beneficiary)であるような場合である｡中核部各タイプの生起の頻

度は次のようであった :

0/0:7例｡0/don't:ナシ｡Ⅰ/0:ナシ｡Iwill:ナシ｡Iwould:ナシ｡doyou?:ナ

シ｡don'tyou?:ナシ｡willyou?:4例｡canI?:4例｡canyou?:1例｡mayI?:5例｡

wouldyou?:2例｡couldI?:2例｡couldyou?:4例｡その他 :9例｡

g)TellhimI'mnotin. (76)

h)MayIhaveyournameandphonenumber,please? (106)

i)IsPeterthere,please? (78)

g)は,母親に向かって,友人からの電話に留守だと断わってくれと頼んでいる発話である｡ i)

は,電話で相手が在宅かどうか確かめているものである｡

5.第 3類タイプA (上下関係-b)):19例 (表6参照)

非対等な関係にある当事者のうち,聞き手 (被依頼者)が何等かの意味で下位の立場にあるが,

同時に受益者 (beneficiary)であるような場合である｡中核部各タイプの生起の頻度は次のよう

であった :

0/0:12例｡0/don't:2例｡Ⅰ/0:ナシ｡Iwill:ナシ｡Iwould:1例｡doyou?:ナ

シ｡don'tyou?:ナシcwillyou?:ナシ｡canI?:1例｡canyou?:ナシomayI?:ナシ.

wouldyou?:1例ccouldI?:ナシ｡couldyou?:ナシ｡その他 :2例o

j)Takesomeaspirinandstayinbedtoday. (13)

6.第 3類タイプB (上下関係-b)):102例 (表 7参照)

非対等な関係にある当事者のうち,聞き手 (被依頼者)が何等かの意味で下位の立場にあるが,

話し手 (依頼者)が受益者 (beneficiary)であるような場合である｡中核部各タイプの生起の頻

度は次のようであった :

0/0:26例｡0/don't:1例｡Ⅰ/0:6例｡Iwill:16例｡Iwould:8例｡doyou?:4
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表6

3-typeA

Nucleus(S十Operator) Nucleuslst(Subject) Nucleus2nd(Operator)

0/0 120 140 12

0/don't 2 I 2 can? 2

i/o you 1 could

Ⅰwi11 We 1 could?

Ⅰwould 1 three do?

Doyou? don't 2

Don'tyou? other 1 don't?

Willyou? is

CanⅠ? 1 is?

Canyou? may?

MayⅠ? will

Wouldyou? 1 will? 1

CouldⅠ? wou一d 1

Couldyou? would? 1

other 2 other

total 19 total 19 total 19

3-typeB

Nucleus(S+Operator) Nucleuslst(Subject) NucleusZnd(Operator)

0/0 260 290 35

0/don't 1 I 43 can? 10

I/0 6 you 21 could

Ⅰwill 16 We 3 could? 9

Ⅰwould 8 three 1 do? 4

Don'tyou? other 5 don't?

Willyou? is 2

CanⅠ? 6 is? 2

Canyou? 4 may? 4

MayⅠ? 3 will 17

Wouldyou? 4 will?

CouldⅠ? 2 would 9

Couldyou? 7 wouldP 4

other 15 other 5
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表8

4-typeA

Nucleus(S+Operator) Nucleuslst(Subject) Nucleus2nd(Operator)

0/0 6 0 6 0 6

0/don't Ⅰ can?

Ⅰ/0 you 1 could

Ⅰwill We could?

Ⅰwould three do?

Doyou? don't

Don'tyou? 1 other don't? 1

Willyou? is

CanⅠ? is?

Canyou? may?

MayⅠ? will

Wouldyou? will?

CouldⅠ? would

Couldyou? would?

other other

4-typeB

Nucleus(S+Operator) Nucleuslst(Subject) Nucleus2nd(Operator)

0/0 3 0 4 0 4

0/don't 1 Ⅰ ll can? 5

Ⅰ/o you 13 could

Ⅰwill We 1 could? 7

Ⅰwould three do? 4

Doyou? 2 don't 1

Don'tyou? 2 other 3 don't? 2

Willyou? is 1

CanⅠ? 3 is? 2

Canyou? 2 may? 6

MayI? 6 will

Wouldyou? willP

CouldⅠ? would

Couldyou? 7 would?

other 6 other
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例｡don'tyou?:ナシ｡willyou?:ナシ｡canI?:6例｡canyou?:4例｡mayIP:3例｡would

you?:4例｡couldI?:2例｡couldyou?:7例｡その他 :15例｡

k)Firstofall,Ⅰ'dliketohavecornsoup. (127)

1)What'syournameagain? (98)

m)Yes,asmallshake,please. (36)

n)Hiroshi,Iwanttotalktoyouforamoment. (194)

これらの用例が,依頼の言語機能をもつと判断するのは,言語形式と言語的意味によるのではな

くて,場面の脈絡をもとにしての解釈である｡

7.第4類タイプA (関係不明):7例 (表 8参照)

対人的に上下関係を決定しがたい場合であるが,聞き手 (被依頼者)が受益者 (beneficiary)

であるような場合である｡中核部各タイプの生起の頻度は次のようであった :

0/0:6例｡0/don't:ナシ｡Ⅰ/0:ナシ｡Iwill:ナシ｡Iwould:ナシ｡doyou?:ナ

シ｡don'tyou?:1例｡willyou?:ナシ｡can二?:ナシ｡canyou?:ナシ｡mayI?:ナシ｡

wouldyou?:ナシ｡couldI?:ナシ｡couldyou?:ナシ｡その他 :ナシ｡

o)Watchyourstep. (19)

8.第4類タイプB (関係不明):32例 (表9参照)

対人的に上下関係を決定しがたい場合であるが,話し手 (依頼者)が受益者 (beneficiary)で

あるような場合である｡中核部各タイプの生起の頻度は次のようであった :

0/0:3例｡0/don't:1例｡Ⅰ/0:ナシ｡Iwill:ナシ｡Iwould:ナシ｡doyou?:2

例｡don'tyou?:2例｡willyou?:ナシ｡canI?:3例｡canyou?:2例｡mayI?:6例｡

wouldyou?:ナシ.couldI?:ナシ｡couldyou?:7例Cその他 :6例o

p)HowdolgettothepostOffice? (31)

q)Doyouthinkyoucouldtakemeupthestairs? (142)

E.表現上の自然さに関する若干の考察

1.全体を通じて,中核部が≪0/0≫が優勢である｡すなわち,全体として90例であり,更に

問い返しの表現

a)Convenientandwhat? (215)

の様な3例も加えると,31,6%に当たる｡しかし,対人関係と受益の関係を加えてこれを考察す

ると,上掲の第4類タイプBに関しては,32例中3例で9.4%にとどまっている｡それらの3例

は :

b)Now,tellmemoreaboutyourtown. (2)
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C)Pleasepassthesoysauce. (28)

d)Explainthesituation. (281)

で, b)知り合って間もない学生同士が,友人関係を結ぶか否か不確定の段階にある場合 ;C)

食卓での慣用的表現 ;d)互いに親しくない隣人との間に交わされたものである｡

しかし,これを除くと,他の全ての類においてタイプA- すなわち,聞き手 (被依頼者)が

受益者 (beneficiary)であるような場合- についてのみ考察すると,52例の中で中核部を欠く

≪0/0≫タイプが,35例あり,67.3%にのぼる｡これに対して,第 4類を除いたタイプBのみに

ついて同様の考察を行うと,結果として,210例中,52例で24.8%にとどまる｡

このような67.3%と24.8%の差は,統計上の詳細な手続きを踏まなくとも,相当に有意な差で

あると考えて差し支えないであろう｡という事は,OCA教科書のダイアログにおける依頼表現で

は,≪0/0≫の表現形式の語用論的な位置づけについて,適切な配慮が加えられていることを認

めてもよいと考えられる｡用例を掲げると:

e)Comein,Beth. (57) [1-typeA]

f)Goaheadandstartwithanythingyou'dlike. (26) [2-typeA]

g)Pleaseholdonamoment. (92) [3-typeA]

h)Now,comerightonin. (20) [4-typeA]

2.全体の294例についてみると,タイプAとタイプBの用例の差は大きい｡タイプAの用例が

52例であるのに対して,タイプBの用例は242例 (82.3%)である｡この差は明かに有意差であ

る｡一般にOCA教科書は,話し手 (依頼者)が受益者 (beneficiary)になるような場面の脈絡を

構想していると云える｡図1参照｡

3.対人関係の上で対等であるか上位であるような受益者の発話の中に,一般に丁寧25)であると

云われる形式が兄いだされる｡これについては,場面の脈絡と語用論的な配慮が明かに関連して

いる場合は,適切さを認めなければならないが,そうでない場合には,その表現形式を用いた理

由について疑問が起きる｡例えば,

a)Ken,couldlaskyouafavor? (247) [1-typeA]

b)WouldyoumindtakingthetapeovertoMike? (118) [1-typeA]

C)Wouldyoutellthemaboutyourself? (246) [3-typeA]

などである｡

これらの発話がどの様な場面の脈絡で生起したのかを検討すると:

a)においては,アメリカ人の留学生が日本語で ｢どうも｣という簡略化した謝礼の意味を聞

き出すために,まず質問するのに先だって発話する依頼表現である｡対人的には友人である｡日

本語に無知であると自己卑下をしたのであろうか｡練習問題をみても,くcouldIaskafavor)
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図 1

のような丁寧な表現の訓練で一貫している｡

b)においては,病気で欠席したクラスメー トのマイクのために,親切な手助けをしようとし

ている場面である｡このレッスンは ｢友達づきあい｣のユニットなので,これほどまでに丁寧に

発話すると,被依頼者にとっての迷惑が大きいという感じが残る｡

C)では,留学してきたアメリカ人女子生徒をクラス担任の先生がクラスに紹介する場面で,

先生がアメリカ人の生徒に,自己紹介をしてもらうことを頼んでいるのである｡教師と生徒の間

でも,これほど丁寧だと距離感を覚えるのではないだろうか｡練習問題は,この種の丁寧な表現

で一貫している｡

d)Couldllistentoit? (65)

e)Wouldyougiveusahand? (120)

においても,同様な批判が当てはまるであろう｡

d)については,日本の公園でアメリカ人留学生がテープで音楽を聴きながら,友人の日本人

女子生徒が来るのを待っているという場面設定である｡女子生徒にとっては,その音楽になじみ

がないので,聴かせて欲しいと頼んでいる発話である｡場所柄 とか話題ばかりでなく,その他の

口調がくだけていること,対人的にかなり親しみを持っているらしいことからすると,このよう

に 〈couldI?)という言葉使いをする必要が感じられない｡ただ,この表現を,｢許可を求める｣

表現の学習素材 として選んでいることは,練習問題も,この表現に限られているところから知る
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ことができる｡編集者の意図としては,不可解とは言えないが,もう少し配慮をしてもらいたい

ところである｡

e)は,当該教科書の ｢友達づきあい｣のユニットに属していて,日本の高等学校で老人を対

象としたパーティのような行事の準備に忙しい女子生徒が,たまたまやってきたアメリカ人留学

生に手伝いを頼むという発話である｡親しい友人同士でも,ていねいに依頼することを勧めるの

が編集の方針であるかと思われる｡他のレッスンでも,同じ様な過度な丁寧さが感じられる｡

対象としたダイアログににおける中核部 として 〈couldyou?)を例にとれば,タイプA対Bの

比率が第 1類において2:6である｡同様に,第 2類,第 3類においては,それぞれ0:4と0:
7である｡第 4類を別にすれば,全体の比率は,2:17となる｡この対照はきわめて大きい有意

差の反映である｡(第 4類を加えた定量的考察については,5.で付け加えられている｡)

以上の定量的な考察によって,不自然に丁寧な表現形式が導入されているのではないかという

虞れを生じるところである｡

4.アメリカ映画の資料サイ ト (us.imdb.com/)との比較 :

以下において,4点に関して,アメリカ映画の台詞に兄いだされる表現とOCA教科書ダイアロ

グの表現の一部を比較するが,それは ｢文体の適切さ｣ないし自然度 (authenticity)についての

考察を加えるためである｡アメリカ映画の台詞と云えども,日常的に自然発生するくだけた話し

言葉と全 く同一視する訳にはいかないが,少なくとも,教室で外国語として学習するために編集

された教材よりは,映画館や家庭のTVで楽しむ言語素材としては,自然さの程度が遥かに高い

と考えて間違いはない｡比較は,以下の諸点の通 りである :

1)(FAVOR〉の使い方について :

OCA教科書ダイアログ294例の中に現れた くfavor)は,〈askyouafavor)/ 〈askafavor

ofyou)/ (domeafavor〉の三つのパターンで,5例を見るだけである :

1)Couldlaskafavorofyou,John? (273)

m)Bytheway,wouldyoudomeafavor? (70)

のごとくである｡既に言及したアメリカ映画の資料サイト (us.imdb.com/)に現在 リス トされて

いる限りでの表現形式をみると,上記の形式の他に (needafavor)と 〈askyouforafavor)

がある :

n-1)Ineedafavor,Nat.

n-2)Ⅰ'vegottaaskyouforafavor.Letmegomywayhere.

その他の類例を挙げれば :

n-3)Ⅰ'dlikeyoutodomeafavorandcallafriendofmine.

n-4)Alice,Wouldyoudomeonemorelittlefavor?

2)〈HELP)の使い方について :
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OCA教科書ダイアログにおける〈help)の現れ方は,本動詞としての使い方8例に限られてい

る｡

o)Pleasehelpuswiththesongs. (68)

のようなものである｡しかしus.imdb.com/にリストされた用例には 〈needyourhelp)が兄いだ

される :

0-1)Iknow,Primo,Ineedyourhelphere,ok?LouisPrimaiscoming!

0-2)Attention!Attention!Ladiesandgentlmen,attention!Thereisaherdof

killerrabbitsheadedthiswayandwedesperatelyneedyourhelp!

3)くWILLYOU?〉の使い方について :

OCA教科書ダイアログでは,≪0/0≫の形式の中に肯定の命令文が含まれていて,その用例

の総数は80例以上にのぼる｡これらの命令文の形式には,終結部として,呼掛け (vocative)浴

よび従接詞〈please〉が生起するけれども,上に掲げた付加疑問形は一例も兄いだすことができな

い｡発話に生気を与えるこの形式が現れないのは不思議である｡us.imdb.com/にリストされた用

例には,次のような付加疑問が兄いだされる:

p-1)Hey,uh,watermyhorse,willyou,son?

p-2)Leavethelightonforme,willyou,darlin'?

4)〈TELLME)の使い方について :

OCA教科書ダイアログにおいては,〈tellme)が生起する頻度は26例である｡その殆どの用法

は ｢知らせる,教える,告げる｣というような,告知行為を表す本来的な語嚢的動詞である｡

q)TellmewhatyoudointheUnitedStates. (253)

r)Tellmeaboutyourneighborhood,Kyoko, (269)

S)Wouldyoutellmewhenthenexttrainleaves? (287)

しかし,us.imdb.com/にリストされた用例には,次のように,情報の提供を催促するような,読

話の標識 (例えば,(yousee〉,〈youknow〉,〈let'ssee〉などと同類の)として用いられている

例がある｡

t-1)Tellme,MrJones,whatdoyoulookforinagirl?

t-2)Tellme,wereyousentfromtheplanetPocketProtector,ordidtheycloneyou

fromEinstein'spubes?

t-3)Tellme,officer,doyouhaveanyideahowfastyouweregoing?

OCA教科書ダイアログからは,2例を見るだけである｡つまり,7.7%にとどまるのである｡

t-a)Tellme,Mariko.HowmanypeoplearethereinyourfamilyP (182)

t-b)Tellme,Cathy.WhatwouldyourmotherhavesaidP (239)
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5.場面の脈絡からの若干の考察

上記E.3.において考察したような問題があるにも拘らず,場面の脈絡への配慮が加えられて

いるダイアログを兄いだすことができる事は,定性的な考察によって明かにできると思われる｡

例えば,

a-1)CouldyoupleasefiHitout? (114)

a-2)Couldyoustandoverthere? (115)

これらの例のうちa-1)においては,対人関係上は生徒同士であるので第 1類の対等関係に属

しているが,タイ国で行われる国際青少年大会の事務局の地元高校生が,到着したばかりの日本

人高校生に参加申込書の記入を求めている場面である｡つまり,私的なくつろいだ場面ではなく,

むしろ公的な場面である｡この教科書では,解説のコラムにおいて,この種の例は ｢2人が初対

面で,公の場にいることがうかがえます｡｣として,｢ていねいな依頼｣であることをことわって

いる｡この種の語用論的な配慮は,きわめて適切であると思われる｡

一方,a-2)は,次のレッスンであるがストーリーとしては継続していて,バンコックの市

内観光の途中で記念のスナップを撮ろうとする日本人生徒の発話である｡相手がタイの女子生徒

であることなどの違いがあり,打ち解けた対人関係にないことが暗示されていると思われる｡こ

れについても,当該教科書では欄外に ｢ていねいにたのむ｣という注釈が加えられている｡

次に,聞き手 (被依頼者)が受益者であるような場合の表現と,逆に,話し手 (依療者)が受

益者である場合とでは,表現形式の違いがある程度認められたのは自然であり,歓迎すべきとこ

ろであるが,話し手 (依頼者)が受益者である場合,相手が何等かの意味で上位の立場にあれば,

なおさら,表現に注意がはらわれるべきところである｡

この定性的考察では,既に述べたように,(couldyou?)が用いられるのは,タイプBの発話に

おいてであった｡上記E.3.において示した頻度数に,第 4葉の場合を加えるならば,2:24と

いう対照をしめす｡もちろん,上述のように,タイプAの発話全体の割合が小さいことにその理

由を兄いだすことができるであろうけれども,話し手 (依療者)が受益者 (beneficiary)である

ような発話が,対等な対人関係においてさえも比較的高い割合を占めている事が注目される｡

また,

b-1)Couldyoushowmearound? (268)

b-2)CouldyoulookafterRoverwhileI'maway? (221)

では,b-1)は,日本の高等学校に留学してきたばかりのアメリカ人女子生徒が,日本人の女

子クラスメー トに学校の中を案内して欲しいと頼んでいる発話である｡まだ,充分に親しさを感

じていない場面であり,不自然さは認められない｡

b-2)において,場所はアメリカでも日本でも構わないのであるが,当事者は近所に住んで

いる友人のメアリーとピーターである.二人のダイアログは (CanIaskyouafavor,Peter?)

で始まるような関係である｡上掲のターンb-2)は,一過問,家族旅行で留守をするので,ロー
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ヴァ-の面倒を見てくれないか,という依頼である.更に,毎朝,散歩に連れて行き,その上,

夜は同じ部屋で寝てやって欲しいという注文までつくのである｡これは,ローヴァ-が飼犬だと

しても,相当に厚かましい依頼であるが,ピーターが不承不承引き受けたところ,ローヴァ-は

猿であったと分かるのである｡このような,一種滑稽なダイアログであり,しかも,被依頼者の

蒙る負担の大きさを依頼者は予め承知しているという状況の中では,より丁寧に,下手にでて依

頼する必要があるという心理が働いていることが読み取れるのである｡従って,丁寧さの程度に

問題があると云うことはできない｡

これと関連して付け加えるならば,≪0/0≫のカテゴリーに属する表現の頻度は,Aタイプ(52

例):第 1-4類において35例 (67.3%)であり,Bタイプ (242例):第 1-4類において55例

(22.7%)である｡すなわち,被依頼者 (聞き手)が受益者 (beneficiary)であるような発話が多

いのは,

C)Pleasefilloutthisformandsignhere. (156)

d)Spellyourname,please. (279)

e)Justonemoment,please. (38)

など,いずれも,話し手 (依頼者)がサービスの提供者であるという場面の影響であるCすなわ

ち, C)は銀行で両替する場面で,銀行員が与える指示である｡d)は歯科医に電話で診療日時

の予約をする場面で,相手側に受付係の指示であるo e)はファースト･フード店で店員が客に

｢ちょっとお待ち下さい｡｣と云っているところである｡この種のビジネスライクなやり取 りでは,

対人関係において,個人的な要素は無視されて,簡潔で能率的な定形的なきまり文句がもちいら

れるので,上述のような頻度の違いは,サービスの場面 (serviceencounter)が取り上げられる

割合によって異なると云える｡そして,OCA教科書の編集において,より多くの考慮をこの種の

場面に加えるならば,当然の事として,これらの依頼表現の定式を含めなければならないであろ

う｡

しかしながら,

f)TellhimI'mnotin. (76)

g)Aw,pleaseMom! (141)

においては,親子の間柄という親しい対人関係における,きわめて自然に打ち解けた発話である｡

f)は,上述のように,娘が避けたいと思っている相手からの電話を母親が受けてしまった場面

で,母親に留守を装って欲しいと頼んでいる発話である｡ g)は娘が母親に飼犬をベッドに入れ

て一緒に寝てもよいか頼んだのに対して,母親が許さないと云ったのに反応して,｢ねえ,ママ,

お願い !｣というようにねだっている表現である｡

この種の場面は, C～ e)とは全 く逆の,打ち解けた関係を自然に反映する,むしろ稀な事例

である｡
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ⅠⅠⅠ.総括的考察

さて,以上のように我々は,OCA教科書の各レッスンのダイアログ部における｢依頼｣表現に

ついて,談話分析 ･語用論的な視点から検討を加えてきた｡すなわち,以上は,話し手と聞き手

の対人関係の如何,依頼が当事者のどちらのために利益になるかの違いが,言語表現に及ぼす影

響を中心に考察を行ったものである｡

その様にみると,全体として,依頼者が話し手として,自分のためになることを頼む,要請す

る,命ずる,などという言語機能の表現が大多数を占めていることが明かになった｡つまり,相

手のためになる忠告,警告,示唆などは比較的少数の例にとどまった｡

このことが,高等学校における教材として適当であるかどうかは以下に触れるが,依頼表現全

体からみると,一方に偏っていると言えるかも知れない｡すなわち,自己本位の依頼はするが,

相手のためになるように手を尽 くすという態度の表現が,社会生活の中では,もっと多く兄いだ

されるのではないだろうか｡

また,場面の脈絡との関連で考察すると,ⅠⅠ.3.および5.で考察したように,丁寧さに不

適切な表現が兄いだされる｡適切な配慮を加えたOCA教科書編集者には敬意を払うことは勿論

であるが,同時に,更に一層の配慮の必要を強調したいものである.

話し手 (依頼者)がサービスの提供者であるという,ビジネスライクなやり取りでは,対人関

係において,個人的な要素は無視されて,簡潔で能率的な定形的なきまり文句がもちいられるサー

ビスの場面 (serviceencounter)が取り上げられるのは,OCA教科書の編集において当然の事で

あるが,その種の場面が,電話の掛け方などと共に,ジャンルの面からの分析をはっきりと意識

することが望まれる｡

以上は,表現の特徴を場面の脈絡と結び付けて説明ができるか否かについて,付言した所であ

る｡むしろ典型的な例を取 り上げて,全体的な編集のあり方を展望してみたのであるが,一般的

には,定形的な依頼表現の一部を,対人関係および受益関係を相当程度に配慮しながら,編纂さ

れていることがみとめられる｡しかしながら,上に言及したus.imbd.com/の資料の示すような,

異なる特徴があることは,当然ながら認識しなければならない｡その意味で,定形的依頼表現の

｢一部｣と云ったのである｡

また,場面の脈絡との関係においては,OCA教科書という教育上の制約も当然考えられるので,

シチュエーションが限られ,登場人物のタイプも定形化し,話題 ･目的も一定の範囲を超えるこ

とができないのは止むを得ないかもしれない｡従って,高い自然度 (authenticity)を発揮するこ

とは無理な注文なのであろう｡とは言え,対人関係 ･受益関係のような比較的捉え易い場面の特

徴を的確に反映するような表現形式を,過不足なく適切に用いているとは必ずしも言えない｡
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Ⅳ.談話分析の方法と英語教育に関する展望

談話分析の本来の対象は,外国語教科書のような特殊なテクストにおける言葉遣いではなくて,

自発的に使われる自然言語であると言えるであろう｡我々は,それにも拘らず,日本で用いられ

る英語の教科書のダイアログという素材を対象として,依頼表現に限定して,これに分析を加え

た｡その結果,前節に述べたような特徴を捉えることができた｡これが,談話分析的方法の適用

の実例であり,その可能性を示すものであると考える｡

もし英語教育の素材が自然度 (authenticity)に甚だしく欠けるならば,それは重大な問題であ

る｡外国語としての英語教育の教材においては,たとえ困難があろうとも,自然度の高いことが

望ましいとは云うまでもないであろう｡その様な視点からみると,多くの教科書には,相当程度

のレベルで語用論的な配慮が加えられている事が認められるが,なお,この種の知見を,編寡の

際に生かすことが望まれる｡

科目としてのOCAは,2003年度 4月からはオーラル.コミュニケーションBおよびオーラル･

コミュニケーションCと融合し,｢オーラル･コミュニケーションⅠ/ⅠI｣として再編される事に

なっている｡本来,話し言葉 (spokenlanguage)について,従来のように三分割して教えること

が適切であったか,問われて当然なことであった｡今後は,実践的コミュニケーション能力の養

成が一層強調されることになる｡また,｢異文化理解｣も必修となり,｢生徒が情報や考えの受け

手や送 り手になるように具体的な言語の使用場面を設定し,多様なコミュニケーション活動を取

り上げて指導すること｣が期待されている｡異文化接触を考慮するならばなおさら,自分の都合

で依頼するばかりでなく,相手の依頼をどう受け止めるかにも,さらに,配慮が必要ではないだ

ろうか｡

教材については,｢英語による実践的コミュニケーション能力を育成するため,-･.,実際の言

語の使用場面や言語の働きに配慮したものをとりあげるものとすること｣と誼われている｡自然

度 (authenticity)の高い教材を用いて,実際の言語活動に近い状況で,英語によるコミュニケー

ションの実践的教育を行うことがねらいとなっている｡自然度の高いテクストを教科書の何処に

配置するか,それがダイアログ部であるべきか,練習問題部であるべきか,真執な検討が望まれ

る｡

本稿において試みた談話分析の方法は,依頼表現以外の諸々の言葉遣いが起きる多様なコミュ

ニケーションの場面についても,これを適用することができる｡これを精確に適用することによっ

て,ダイアログその他のテクストの評価に間違いや偏向を来さないように務めることは,｢学習指

導要領｣の改訂にとって重要な意義があり,また同時に,その方針を基礎として教科書 ･教材を

編纂し選定するためにも,それが必要である｡そのような意味に於て,本稿は,談話分析研究そ

のものの実践の例示であり得たと同時に,わが国の英語教育の改善のために柳かの貢献をなし得

たと信ずるものであるO (2000.1.20)
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[ナンバ- 1は,

タイトル

2.ACTIVEENGLISH

3.THECROWN

4.ECHO

5.ENGLISHSTREET

6.EVERGREEN

7.HELLOTHERE!

8.INTERACT

g.MAINSTREAM

10.ONAIR

ll.PROGRESSIVE

12.EXPRESSWAYS

13.SELECT

資料処理の都合で欠番]

出 版 社

14.SPEAKTOTHEWORLD

15.TALKUP

16.LIGHTHOUSE

17.THENEW AGEDIALOG

18.BIRDLAND

19.NEW START

20.DEPARTURE

一橋出版株式会社

株式会社 三省堂

三友社出版株式会社

株式会社 第一学習社

株式会社 第一学習社

東京書籍株式会社

株式会社 桐原書店

株式会社 増進堂

株式会社 開拓社

株式会社 尚学図書

開隆堂出版株式会社

株式会社 三省堂

教育出版株式会社

株式会社 新興出版社啓林館

研究社出版株式会社

研究社出版株式会社

株式会社 文英堂

株式会社 旺文社

株式会社 大修館書店
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Text‡LessonPageLine(S) Forms/Sentences PreNucleus Nucleus

1 2 1-1-1 4 8 just 0 0
2 2 1-1-2 7 14 Now,tellmemoreaboutyourtown. nOヽヽF 0 0
3 2 1.2-1 8 1 2 Maylaskyousomething? 0 I may?

4 2 1-2-1 8 6 CouldyouWriteitontheboard,please? 0 your could?

5 2 1-2_2 ll 1 Now,IwantapalrOfyoutoactouttheconversation. now 1 0
6 2 1.2-2 ll 4 YoutwopⅠeasestandupandcomeuptothefront. 0 youtwo 0
7 2 1-2-2 ll 7 Tom0ko,youstandtotherightofYuji. Tomoko you 0
9 2 1-2-2 ll 13 15 Youtaketbepartofthecustomer,andyouplaytheroleoftheclerk, 0 yOll 0
10 2 1-2-2 ll 19 OK,goahead! OK 0 0
ll 2 2-2-1 30 1 Getup.Toshiko! 0 0 0
12 2 2-2-1 30 10 ll Mom,wi]lyoupleasecaHinsickforme? m om you wH】?

13 2 2-2-1 30 12 Takesomeaspirinandstayinbedtoday. 0 0 0
lLl 2 2-2-1 30 13 CanⅠdrinksomeorangeJuice? 0 1 can?

15 2 2-2-1 30 15 0 it is?

16 2 2.2-2 33 1 0 this is

17 2 2-2-2 33 5 6 Kenji,canyoutakethegarbageoutnow? Kenji you can?

18 2 2-2-2 33 12 13 PleasegiveLhedogfoodheretoBenjie. please 0 0
19 2 2-3-1 34 3 watchyourstep, 0 0 0
20 2 2-3-1 34 3 NoWcomerightonin. now 0 0
21 2 2-3-1 34 5 Pleaseputontheseslippers. please 0 D
22 2 2-3-1 34 7 Pleasecomethisway. please 0 0
23 2 2-3-1 34 9 10 Wetakeoffourslippersbeforeenteringatatamiroomlikethis. 0 We 0
24 2 2-3-1 34 lD Pleasegorightahead. p一ease 0 0
25 2 2-3-1 34 tJ Whydon'tyouhaVeaseathere? why you dontt?

26 2 2-4-1 38 3 Goaheadandstartwithanythingyou'dlike. 0 0 0
27 2 2-4-1 38 13 14 0 0 0
28 2 2-4-2 41 6 Pleasepassthesoysauce. please 0 0
29 2 2-5-1 42 2 Hello,mayTspeaktoKumi Nakamura,please? hello I may?

30 2 2-5.1 42 10 Wouldyoupleasete11herⅠcalled? 0 you wou一d?

31 2 3-1-1 48 3 Howdo一gettothepostoffice? how I do?

32 2 3-1-2 51 3 4 CouⅠdyoushowmethewaytotheWhiteHouse? 0 you could?
33 2 3-3-1 56 13 Smile. 0 0 0
34 2 3-3-1 56 15 Pleasedon'tsteponthemoss. please 0 don't

35 2 3-4ー1 60 2 Yes.I'dlikeacheeseburgerandanorderofFrenchfries,please. yes 1 would

36 2 3-4-1 60 7 Yes,asmallshake,please. yes 0 0
37 2 3-4-1 60 10 Vanilla.P]ease 0 0 0
38 2 3.4-1 60 17 Justonemoment.please. 0 0 0
39 2 3-4-2 63 2 3 Ⅰ'Hhavethesirloinsteakwithatossedsalad,please. 0 I will

40 2 3-4-2 63 6 Medium.please. 0 0 0
41 2 3-4-2 63 9 ThousandⅠsland,please. 0 0 0
42 2 3-4-2 63 12 Abakedpotato.please. 0 0 0
43 2 3-4-2 63 15 just Vヽater is

45 2 3.5-1 64 13 CanⅠtrythemon? 0 I can?

46 2 3-5-2 67 17 MaylseethatneWalbumwiththeyellowcoveronthesecondshelf? 0 1 may?

48 3 4 18 Ⅰ HowcanIgettothecitylibrary? how Ⅰ can?

49 3 6 28 3 WillyourhelpnewithmyJapanese? 0 you will?

50 3 6 28 6 7 Canyou】istentoitwithmenoW? 0 you can?

51 3 6 28 8 10 0 1 can?

52 3 ll 54 2 1'dliketogetaT-shirt. 0 Ⅰ would

53 3 ll 54 10 0 I WilT

54 3 12 58 7 Canlmakeaphotocopyofanarticle? 0 I can?

55 3 14 68 3 Canyouhelpmedecide? 0 you can?

56 3 17 84 1 Teruo,canⅠaskyousomething? Teruo Ⅰ can?

57 3 1g 94 1 Comein,Beth. 0 0 0
58 3 19 94 7 Comeinandsitdown,Beth. 0 0 0
59 4 1 10 .I just 0 0
60 4 3 14 5 Excuseme,butpleasespeaks)owlyL me,butp】ease 0 0
61 4 6 26 2 3 0 I would

62 4 6 26 13 0 Ⅰ wi一l

63 4 7 28 1 2 CouldyoutellmethewaytoSbinanoSodaShop? 0 you couldP
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Finish Addresser Addressee Relationship

callmeJennie 0 student < student 1

te1)memoreaboutyourtown 0 student > student 4

ask yousomething 0 student > teacher 2

write please student > teacher 2

want apalrOryOutOaCt(】urtheconVersation 0 teacher > student 3

stand upandcomeuptothefront p̀lease teacher > student 3

stand totherightofYuji 0 teacher > student 3

0 0 teacher > student 3

take thepartofthecustomer,andyouplaytheroleoftheclerk 0 teacher > student 3

gO ahead 0 teacher > student 3

get up Toshiko hostmother > student 3

call ●please student > hostmother 2

take someaSPirinandstayinbedtoday 0 hostmother < student 3

drink 0 student > hostmother 2

0 0 student > hostmother 2

0 0 host > guest 4

take thegarbageournoW 0 hostmother > student 3

give thedogfoodheretoBenjie 0 hostmother > student 3

Vヽatch yourstep 0 host < guest 4

cone righton 0 host < guest 4

ptlt ontheses1Ⅰppers 0 host < gt]eSt 4

cone thisway 0 host < guest 4

rake offourslippersbeforeenteringatatamiroomlikethis 0 host > guest 4

gO rightahead 0 host < guest 4

have aseathere 0 host < guest 4

gO aheadanestartwithanythingyou'dlike 0 hostmother < student 3

feel 0 hostmother < student 3

pass thesoysauce 0 hos〔 > guest 4

speak please student > 2

tellherⅠca11ed ●please student > 2

get tothepostoffice 0 stranger > uncertain 4

show methewaytotheWhiteHouse 0 student > uncertain 4

smile 0 0 uncertain < uncertain 4

step onthemoss 0 uncertain > uncertain 4

like acheeseburgerandanorderofFrenchfries please customer > clerk 3

0 please customer > clerk 3

0 vanilla please customer > clerk 3

0 please clerk > customer 2

have please customer > clerk 3

0 medium please customer > clerk 3

0 please customer > clerk 3

0 abakedpotato please customer > clerk 3

0 fine 0 customer > clerk 3

See the山irdjeansfromtheleft 0 customer > clerk 3

try themon 0 customer > clerk 3

See thatnewalbumwiththeyellowcoVeronthesecondshelf 0 customer > clerk 3

beg yourpardon 0 student > student 1

get tothecitylibrary 0 student > student 1

help mewithmyJapanese 0 student > student 1

listen 0 student > student 1

borrow 0 student < student 1

like togetaT-shirt. 0 customer > C)erk 3

take thisone 0 customer > cterk 3

make aphotocopyofanarticle 0 student > ]ibraryelerk 2

help medecide 0 student > student 1

ask yousomething 0 student ＼ student 1

come 】‖ Beth student く student 1

come Beth student く student 1

callmejim 0 student < studentp 1

speak Slowly 0 student > studeⅠーt 1

like 0 customer > clerk 3

take it 0 customer > clerk 3

tellmethewaytoShinanoSobaShop 0 student > policeman 2
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65 4 ll 46 5 0 Ⅰ could?

66 4 12 49 1 MaylspeaktoPat,please? 0 Ⅰ may?

67 4 14 58 5 Canyouhelpus? 0 you can?

68 4 14 58 7 Pleasehelpuswi山thesongs. please 0 0
69 4 15 60 10 0 0 0
70 4 17 70 12 Bytheway,wouldyoudomeafaVor? bytheway you would?

71 4 17 70 15 Woutdyouhelpme? 0 you would?

72 4 24 90 4 DoyouhaVeanyideas? 0 you do?

73 5 5 75 3 HowcanⅠgettoNorthHighSchool? how Ⅰ can?

74 5 7-1 76 2 CouldⅠspeaktoMary,please? 0 Ⅰ coutd?

75 5 7 76 3 Yes,holdon,please. yes 0 0
76 5 7 76 8 0 0 0
77 5 7-2 76 12 Hello,isMarkthere,please? hello Mark is?

78 5 8 77 2 IsPeterthere,please? 0 Peter is?

79 5 9 77 2 Yes,Ⅰ'mlookimgforadarkblueT-shirt. Yes Ⅰ am(pr)

80 5 8 77 6 7 CouldHeaVeamessage,Mrs,Hill? 0 Ⅰ could?

81 5 8 77 9 CouldyoupleasetelⅠhimthatl'lⅠbeⅠateforthemeetingtomorrow? 0 you could?

82 5 9 77 9 0 Ⅰ will

83 5 10 78 3 rllhavespaghettiwithmeatsauce, 0 Ⅰ will

84 5 10 78 5 DoyouhaVeorangeJulCe? 0 you doP

85 5 10 78 8 Ⅰ'ⅠlhaVethefriendshrimpdinner. 0 Ⅰ will

86 5 10 78 14 Andcanyoubringthedrinksrightaway,p一ease? and you can?

87 6 3 12 1 2 CanyoutellmehowtogettothepostOffice? 0 you can?

88 6 4 18 1 2 CanⅠgoseeGonewiththeWindwithTina,Mom? 0 Ⅰ can?

89 6 4 18 7 0 Ⅰ can?

90 6 6 26 8 9 Canwego,Mom? 0 We can?
91 6 8 36 2 0 Nakamura is?

92 6 8 36 5 please 0 0
93 6 8 36 10 CouldⅠleaVeamessageP 0 Ⅰ couldP

94 6 13 60 1 2 CanIcheckinherefortheWorldAirwaysflighttoNewYork? 0 1 can?

95 6 13 60 3 MayⅠseeyourticketandpassportP 0 1 may?

96 6 13 60 5 6 Canyouputyoursuitcaseonthescales,please? 0 you can?

97 7 1 18 5 Pardon? 0 0 0?

98 7 1 18 5 What'syournarneagain? what yOUrname is?

99 7 2 22 1 please 0 0
100 7 5 38 2 MayⅠspeaktoKeiko? 0 工 may?

101 7 7 50 10 CanyoucaⅠ1andaskhim? 0 you can?

102 7 8 54 2 工'mlookingforabluejacket. 0 Ⅰ an(pr)

103 7 8 54 4 CanItryiton? 0 工 can?

104 7 8 54 8 0 ∫ will

105 7 9 58 12 13 Ⅰ'dⅠiketoreserVeatablefortwoatseVeno'clockthisSaturdayeVenin 0 工 would

106 7 9 58 14 16 MayⅠhaveyournameandphonenumber,please? 0 I may?

107 7 12 74 1 2 CanyoutellmethewaytoTakeshitaDoriStreet? 0 you can?

108 8 1 14 9 just 0 0
109 8 2 18 1 Bob,pleasemeetTetsuro,my-1血-myfriend. Bob,please 0 0
110 8 2 18 2 What'shisnameagain? what hisname is?

111 8 3 22 1 Otosan,don'tdoit. Otosan 0 don't

112 8 3 22 1 Youjustsitthereandre】ax. 0 you 0
113 8 ll 54 6 AndhowcanⅠgettomehote】? andhow Ⅰ can?

114 8 ll 54 6 Couldyoupleasefillitout? 0 you could?

115 8 12 58 14 CouldyoustandoVerthere? 0 you could?

116 8 13 62 1 please 0 0
117 9 2 8 ll 12 MidorimⅠ'dlikeyoutomeetmynewfriendJane. Midori 1 would

118 9 7 22 10 ll WouldyoumindtakingthetapeoVertoMike? 0 you eould?

119 9 9 26 7 8 Couldyouhelpusthen? 0 you could?

120 9 9 26 10 ll WouldyougiVeusahandP 0 you would?

121 9 15 42 5 Waitasec. 0 0 0
122 9 15 42 8 0 0 0
123 9 17 50 1 TellmemoreaboutLee'sproposal. 0 0 0
124 9 21 62 2 4 Couldyoutel】mehowtogettothesubwaystationP 0 you could?

125 10 3 13 1 Excuseme,where'sthenearesttelephonebooth? phonebooth is?

126 10 3 13 4 5 CoutdyoutellmethewaytothepostOffice? 0 you could?

127 10 3 25 2 Firstofall,Ⅰ'dliketohaVecornsoup. Ⅰ would

128 10 3 25 4 0 Ⅰ will

129 10 3 25 6 Tomatosalad,please. 0 0 0
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listen toit 0 student > student 1

speak toPat please student > uncertain 4

help uS 0 student > student 1

help uswiththesongs 0 student > student 1

show 0 student > student 1

do mesfaVor 0 student > student 1

help me 0 student > student 1

have anyideas 0 student > student 1

get toNorthHighSchool 0 stranger > stranger 4

speak toMary please student > 2

hold Dn please < student 3

tell 0 daughter > mother 2

0 there please uncertain > uncertain 4

0 there please student > 2

looking 0 customer > clerk 3

leave ameSSage Mrs,Hil】student > 2

tellhimthatl'llbelateforthemeatingtomorrow p】ease student > 2

take it 0 customer > clerk 3

have spaghettiwithmeatsauce 0 customer > waitress 3

have orangeJuice 0 customer > waitress 3

have thefriendshrimpdinner 0 customer > waitress 3

bring thedrinksrightaway please customer > waitress 3

tellmehowtogettothepostOffice 0 strange > strange 4

gO mom daughter > mother 2

have 0 daughter > mother 2

gO 0 mom daughter > mother 2

0 there 0 man > clerk 3

hotd onamDment 0 clerk < man 2

leave ameSSage 0 man > clerk 3

check inherefortheWorldAirwaysflighttoNewYork 0 passenger > Clerk 3

See yourticketandpassport 0 clerk > passenter 2

putyoursuitcaseonthescales please clerk > passenger 2

0 pardon 0 teacher > student 3

0 again 0 teacher > student 3

COme onin 0 student < student 1

speak toKeiko 0 student > uncertain 4

caⅠ1andaskhim 0 student > student 1

looking forabluejacket 0 curtomer > clerk 3

try iton 0 curtomer > clerk 3

take it 0 curtomer > clerk 3

like toreseⅣeatablefortwoatseVeno'CⅠockthisSaturdayeVen 0 customer > receptionist 3

have yournameandphonenumber p一ease recept10nist > custmer 2

te一lmethewaytoTakeshitaDoriStreet 0 stranger > student 4

ca一lmeEmi 0 student < student 1

meet Tetsuro,my...uh-myfriend 0 student < student 1

0 again 0 student > student 1

do it 0 student < hostfather Z

sit ●juststudent < hostfather 2

get tothehote1 0 student > student 1

fin Stout ptease student < student 1

stand overthere 0 student < student 1

take 0 student < student 1

Hke youtomeetmynewfriendJane 0 student < student 1

mind takingthetapeovertoMike 0 student > student 1

hetp us,then 0 student > student 1

give usahand 0 student > student 1

waitasecond 0 student > student 1

listen 0 Takashistudent > student 1

tellmemoreaboutLee'sproposa1 0 student > student 1

te一lmehowtogettothesubwaystation? 0 stranger > student 3

00 0 student > stranger 4

like tohaVecornsoup 0 student > waitress 3

have asteak 0 student > waitress 3

0 please student > waitress 3
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131 10 8 35 1 MayⅠSpeaktoAya? 0 I may?

132 10 12 51 3 Guessagaln. 0 D 0
133 10 16 69 1 Excuseme,maylseethatT,shirt,please? eXCuSeme 1 may?

134 10 16 69 3 Doyouhaveitinblue? 0 you do?

135 10 16 69 7 DoyouhaVealargersize? 0 you doP

136 10 18 77 1 Yourpassport,please. 0 0 0
137 ll 1_4 16 1 Johnny,couldyouturn downthemusjc? Johnny you could?

138 ll ト寸 16 3 Wouldyouturnthatmusicdown? 0 you wou)a?

139 ll 1-4 16 5 Johnny!Pleaseturndownthatmusic. chTlny!Please 0 0
140 ll トJ 16 7 8 0 0 0
141 ll 1-6 20 3 Aw,pleaseMom! pleaseMom! 0 0
142 ll 2-4 46 1 2 Doyouthinkyoucouldtakemeupthestai一s? 0 you do?

143 ll 2-4 46 5 6 Couldyoutakethatladyupthestairs? 0 you couⅠdP

144 ll 2-4 46 9 Maybeyoucanhelpus,too. maybe you Can
145 ll 2-8 66 5 6 0 0 0
146 12 4 8 2 3 CouldⅠhavetwoaccopsoftlーeChocilateicecream? 0 I cot]Jd?

147 12 17 38 7 just 0 0
148 12 18 40 3 CanyoutakemetoBrighton? 0 you can?

149 12 19 42 5 Passthesaーt,p一ease. 0 0 Pass

150 12 20 44 1 2 Ken,pⅠeaselntr(】duceyourselftoeverybodyL Ken,please 0 0
151 12 21 46 2 Justputitoverthere. just 0 0
152 12 21 46 4 Well,myhusbaⅠldWou)dappreciateitifyoucoulcmowthelawninSunday, vヽellmyhusband wou一d

153 12 22 48 1 AreturntoVictoria,please. 0 0 0
154 12 22 48 5 Oh,Ⅰ'1Ⅰtakethat,then. oh Ⅰ vヽill

155 12 23 50 1 CanyouchangesomeJapaneseyenintoU.S.dollers? 0 you can?

156 12 23 50 4 5 Pleasefilloutthisformandsignhere. please 0 0
157 12 23 50 8 Well,err-.in10'sand20■S,please, 0 0
158 12 24 52 2 He】】0,maylspeaktoNancyplease? hello 1 may?

159 12 24 52 3 Holdon, 0 0 0
160 12 26 56 4 Comebyaroundtwo. 0 0 0
161 12 28 60 2 3 Ⅰ'Ⅰ1takeacheeseburgerwithFrenchfriesandachocolateshake,togo 0 Ⅰ Will

162 12 28 60 5 Makeitlarge. 0 0 0
163 12 28 60 8 0 0 0
164 12 29 62 2 0 0 0
165 12 30 64 I CouldyouheJpme? 0 you could?

166 12 32 68 8 please 0 0
167 12 32 68 10 He)pyourself. 0 0 0
168 12 33 70 2 We'relookingforaB&Bfortonight. 0 We are(pr)

169 12 33 70 8 Justamoment,please_ just 0 0
170 13 9-2 100 Ⅰ Excuseme,whereisNishiStation? useme,where is?

171 13 9-1 100 I Excuseme,wi11youte11methewaytotheSunriseHote】? eXCuSeme you will?

172 13 10 100 3 HowdoⅠgettoHigashiHonganjiTemple? how Ⅰ do?

173 13 9 100 5 6 WillyouteHmethewaytoNishiStation? oh you wi117

174 13 12 101 2 0 Ⅰ 0
175 13 12 101 7 B)ue,please 0 0 0
176 14 12 101 ll Showmeanotherone,please 0 0 0
177 13 15 102 2 MayⅠSpeaktoTDm,PⅠeaSe? 0 i may?

178 13 15 102 6 please 0 0
179 13 15 102 7 MaylhaVeyourtekphonenumber? 0 I may?

180 14 トl 川 2 Willeachofyoupleaseintroduceyourself? 0 eachofyou - will?

181 14 1-3 14 4 Now,pleasetellourViewersyournanle. now,please 0 0
182 14 1-3 14 6 0 0 0
183 14 3.7 31 1 2 Couldyoutellmehowtogettothepos亡Office? 0 you could?

184 14 38 34 2 3 ⅠWantacheeseburgerwithketchupandmustard. 0 I 0
185 14 3-8 34 5 Ⅰ'llhaveahamburger. 0 1 小川

186 14 3-8 34 7 Justlettuceandt()mato.please. just 0 0
187 14 3-8 34 10 PardonmeP 0 8 0?
188 14 3-8 34 15 1'1lhaVeahamburgerwith山eworks, 0 1 ≠Hl

189 14 3-9 36 9 Hey,Marl'ko,lookatthesesweaters. hey,Mariko 0 0
190 14 3-9 36 13 14 Can工getthreeo一山esesweaters? 0 1 Can?

191 14 3-9 36 14 15 Ⅰ'dlikeaye11owone,acreamone.andablackone. 0 1 woutd

192 14 3adV 38 4 How I can?

193 14 3adV 38 13 0 0 0
194 lLI 4-ll 44 1 Hiroshi,Ⅰwanttota】ktoyouforamoment. Hiroshi 1 0
195 14 4-ll 44 9 10 lwantyoutodosomechoresjustasSamandhissisterdo. 0 1 0
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speak toAya 0 student > uncertain 4

guess again 0 student < student 1

See please customer > clerk 3

have itinb】ue 0 customer > clerk 3

have alargesize 0 customer > clerk 3

0 yOurpaSSpOrt please officer > student 3

turn 0 mother > Son 3

turn 0 mother > Son 3

turn 0 mother > Son 3

tilr 0 mother > Son 3

00 0 daughter > mother 2

think youcouLdtakemeupthestairs 0 WOman > man 4

take thatladyupthestairs 0 man > boys 3

help us,too 0 boy > Waman 2
tell 0 student > student 1

have twoscoopsofthechocolateicecream 0 customer > clerk 3
callmeKate 0 hostmother < student 3

take metoBrighton 0 passenger > 3

thesalt please hostfather > student 3

introduce yourselftoeVerybody 0 teacher < student 3

put 0 hostmother < student 3

appreciate itifyoucouldmowthelawnonSunday 0 hostmother > student 3

0 please student > clerk 3

take that,then 0 student > clerk 3

change someJapaneseyenintoU.S.dollers 0 student > teHers 3

filloutthisformandsignhere 0 teller > student 2

0 please stucent > teller 3

speak toNancy phase student > 2
hotd On 0 mother < student 3

cone byaroundtwo 0 student > student 1

take acheeseburgerwithFrenchfriesandachoco】ateshake,togo 0 student > clerk 3

make itlarge 0 student > clerk 3

give meamedium 0 student > clerk 3

0 0 student > clerk 3

help me 0 student > stranger 4

COme in 0 student < student 1

help yourse一f 0 student < student 1

looking foraB&Bfortonight 0 student > clerk 3

D amoment please clerk < student 2

D 0 0 student > stranger 2

ten rnethewaytotheSunriseHotel 0 student > policeman 2

gettoHigashiHonganjiTemple 0 man > stranger 4

tellmethewaytoNishiStation 0 student > stranger 2
wantasweater 0 customer > clerk 3

0 blue please customer > clerk 3

show please customer > clerk 3

speak toTom please student > uncertain 4

ask 0 student > 2

have yourtelephonenumber D > student 3

introduce yourself please < students 3

te‖ ourViewersyourname 0 > student 3
tellme Matiko > student 3

tellmehowtogettothepostOffice? 0 student > stranger 4

want achesseburgerwithketchupandmusterd 0 customer > clerk 3

have ahamburger D customer > clerk 3

0 p一ease customer > ckrk 3

pardon me D customer > clerk 3

have ahamburgerwiththeworks D customer > clerk 3
look D student > student 1

get 0 customer < clerk 3

like aye)lowone,acreamone,andablackone 0 curtomer < clerk 3

catch aNo.3bus 0 student > busdriver 3

waitaminute 0 busdriver < shdent 2

wanttotaⅠktoyouーOramoment 0 hostmother > student 3

wantyout｡dosomechDreSjustasSamandhissisteT.do 0 hostmother > student 3
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197 14 4.12 46 13 14 Don'tgetmewrong. 0 0 don't

198 14 5-13 52 2 3 MaylspeaktoSueLam,please? 0 I may?
199 14 5-15 56 14 but 0 don't

200 15 1-3 16 1 MayⅠuseyoureraser? 0 I may?

201 15 1-5 20 2 3 Oh,Ms,Walker,wi]lyougivemearide,please? you will?
202 15 1-8 26 2 Pardon? 0 0 0
203 15 1-8 26 5 PardonP 0 0 0
204 15 2-1 40 6 Tellmemoreaboutthegame. 0 0 0
205 15 2_2 42 7 Wh ydon'tyoujustus,Ted? why you don't?

206 15 2-10 58 1 CanlspeaktoEmi,please? 0 Ⅰ can?
207 15 2-10 58 6 0 0 0
208 15 2-ll 60 1 whenwillyouretum myfloppydisk? when you Will?

209 15 2-12 62 1 CouldyoutellmethewaytotheCityliotel? 0 you could?

210 15 3-2 74 1 2 LookatalltheemptycanaroundtheVendingmachines. 0 0 0
211 15 3-4 78 8 Oh,pleasewaituntilhisclasstofindout. oh,please 0 0
212 16 2 9 3 Akiko,doyouwanttogofirst? Akiko you doP

213 16 4 17 3 Ⅰbegyourpardon? 0 Ⅰ 0
214 16 4 17 8 CouldyouspeakalittⅠemoreslowly? 0 you could?
215 16 4 17 14 0 0 0?
216 16 9 37 2 MaylspeaktoBecky? 0 Ⅰ may?

217 16 9 37 3 Hangon,please. 0 0 0
218 16 9 37 6 CouldyouaskhertocallmethiseVening? 0 you could?

219 16 9 37 3.I So,meetmeatDon'splaceattwo. SO 0 0
220 16 ll 45 1 CanⅠaskyouafaVor,PeterP 0 I can?

221 16 ll 45 3 4 CouldyoulookafterRoverwhilermaway? 0 you cou一d?

222 16 ll 45 7 Also,CouldyoutakehimoutforawalkeVerymorning? also you could?

223 16 ll 45 ll 12 And."well...Iwaswonderingifyoucoulddoonelastthingforhim waswonderlngif you could

224 16 ll 45 15 Wouldyoumind? 0 you would?

225 16 ll 45 17 18 CouldyoutakehimnoW? 0 you could?

226 16 13 53 17 Don'tgetmewrong. 0 0 don't

227 16 14 57 8 9 Canyouthinkofany? 0 you can?

228 16 15 65 8 Sir,maywegobackintothestation? sir We may?

229 16 15 65 12 PleaseMister,canⅠjust- pleaseMister I can?

230 16 16 69 1 EXcuseme,butdoyouknowwherethecitylibraryit? you do?

231 16 18 77 2 CouldyoujustglVeuSanOtherminuteortwo? 0 you could?

232 16 18 77 5 IthinkI'llhaveaSuperBurger. Ⅰthink Ⅰ ≠l‖
233 16 18 77 10 0 I Vヽill

234 16 18 77 12 0 We ヽヾ‖】

235 16 18 77 20 0 Vヽe can?

236 16 20 85 3 Canyoubemorespecific? 0 you can?

237 16 23 97 13 14 Ⅰt'sreallyhelpmeifyoucouldshowmehowtosolVethis. reallyhe)pmeif you could

238 16 24 101 1 2 Whydon'tyoutum itofHorawhile? why you don't?

239 16 25 105 20 TelⅠme,Cathyー 0 0 0
240 16 26 109 15 16 MindifⅠaskyourmotiVationforlearningJapanese? mindif 1 0
241 16 27 113 5 Canwegetonstraighttothemovieoftheday,Kitty? 0 We can?

242 17 3 ll 6 There'sone山ingⅠ'dliketoaskofyou. 0 there is

243 17 3 ll 8 0 0 don't

244 17 4 15 1 Hurryup,Yokol 0 0 0
245 17 5 19 1 2 Ⅰ'dlikeyoutomeetBeth. 0 Ⅰ would

246 17 5 19 8 Wouldyoutellthemaboutyourself? 0 you would?

247 17 7 27 1 Ken,couldⅠaskyouafaVor? Ken Ⅰ could?

248 17 10 39 ll 0 Ⅰ could?

249 17 13 53 3 Bath,WillyouhelpmecutuptheVegetable? Beth you will?

250 17 20 81 8 Isthereanychancelcouldgoalongwithyou? 0 there is?
251 17 20 81 ll SO Ⅰ could?

252 17 22 91 2 Ⅰ'dliketoknowwhy. 0 Ⅰ would

253 17 23 95 12 TellmewhatyoudointheUnitedStates, tellmewhat you 0
254 17 25 103 ll Wouldyouhelpme,Mom? 0 you wouldP

255 18 1 9 1 Hurryup,ken. 0 0 0
256 18 1 9 7 Don'tforgettosetittonight 0 0 don't

257 18 1 9 8 Anyway,hurryup. anyway 0 0
258 18 5 25 1 Mayluseyourdictionaty? 0 Ⅰ may?

259 18 5 25 10 MayⅠuseyournotebook,too? 0 1 may?

260 18 6 31 9 Emi,1etmeseeyournotebook,please. Emi 0 0
261 18 12 55 5 6 CouldyouopeⅠ1itforme? 0 you could?
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PostNl氾1eus Finish Addresser Addressee Relationship

get meWrOng 0 student > student 1

speak tosueLam please student > student 1

be toolate 0 hostmother > student 3

use yOureraSer 0 student > student 1

give mearide please student > teacher 2

0 pardon 0 student > student 1

0 pardon 0 student > student 1

tellmemDreaboutthegame 0 student > student 1

join uS Ted student > student 1

speak toEmi please student > uncertain 4

wait asecond 0 student < student 1

return myrloppydisk 0 student > student 1

tellmethewaytotheCityHall 0 student > student 4

look atalltheemptycanaroundthevendingmachine 0 student > student 1

wait 0 student < teacher 2

want togofirst 0 student < student 1

beg yourpardon 0 student > student 1

speak alittlemoreslowly 0 student > student 1
0 0 student > student 1

speak toBecky 0 student > uncertain 4

hang On please < student 3

ask hertocallmethisevening 0 student > 2

meetmeatDon'tplaceattwo 0 student > 2

ask youafaVor Peter student > student 1

look afterRoverwhileI'maway 0 student > student 1

take himoutforawalkeVerymornlng 0 student > student 1

do onelastthingforhim 0 student > student 1
mind 0 0 student > student 1

take himnow 0 student > shldent 1

getmeWrOng 0 student > student 1

think ofany 0 student > student 1

gO 0 passenger > 3

0 Just- 0 passenger > 3

know wherethecitylibraryis 0 strartger > stranger 4

give 暮justcustomer > waiter 3

have aSuperBurger 0 customer > waiter 3

have asaーad 0 customer > waiter 3

have coffee 0 customer > waiter 3

have thecheck 0 customer < waiter 3

be morespecific 0 student > student 1

show 0 student > hostfather 2

turn 0 husband > wife 1

tall me Kathy student > student 1

ask yourmotivationforlearningJapanese 0 student > student 1

getonstraighttothemovieoftheday Kitty > guest 2

0 onethirlgrdliketoaskyou 0 hostfather > student 3

call 0 hostfather く student 3

hurry uP Yoko student く student 1
like 亡omee【Be【h 0 student < student 2

tellthemaboutyourself 0 teacher < student 3

ask youafavor 0 student > student 1
have alook 0 student > student 1

help mecutuptheVegetables 0 student > student 1

0 anychancelcouldgowithyou 0 student > student 1
cone too Yumistudent > student 1

like toknowwhy 0 student > student 1
do 0 student > student 1

he一p me Mom student > hostmotheT. 2

hurry up Ken mother < SOn 3

forget tosetittonight 0 mother < Son 3

hurry up 0 mother < Son 3

use yourdictionary 0 student > student 1

use yournotebook,too 0 student > student 1

letmeseeyournoteboDkptease student > studettt 1

Open itforme 0 mother > SO〔 3
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263 18 12 55 ll Wouldyoumindgettinganewnotebookformeヲ 0 you would?

264 18 15 69 3 Doyouhavethe]ateststyle? 0 you do?

265 18 15 69 7 lpreferabrightercolor, 0 1 0
266 19 5 14 7 Dropusafewlineswhenyoufindtimetowtite. 0 D 0
267 19 6 20 1 TellmeabouLtheJapaneseschoolyear.Keiko? 0 0 0
268 19 7 22 1 CouldyoushDWmearOund? 0 you could?

269 19 12 36 1 Tellmeaboutyourneighborhood,Kyoko? 0 0 0
270 19 13 38 2 MayⅠspeaktoKyoko,p】ease? 0 1 may?

271 19 14 40 8 Ope一一yOurmOuth. 0 0 0
272 19 16 48 1 Excuseme,couldyoutellmehowtogettoKabukiza? eXCuSeme you could?

273 19 17 50 1 CouldlaskafaVorofyou,John? 0 1 could?

274 19 17 50 3 DoyoumindifluseyourcomputerF 0 you do?

275 19 17 50 5 6 Oh,bytheway.Canyouhelpmewiththatreporttomorrow? oh,by伽 way you can?

276 19 18 52 Z Ⅰ'dliketomakeanappointment,p一ease. 0 ∫ would

277 19 18 52 4 5 rdliketoseethedentistassoonaspossible. 0 1 would

278 19 18 52 8 Whatisyourname,please? what 0 is?

279 19 18 52 10 Spellyourname.please. 0 0 0
280 19 20 56 4 WelいVhydon■ty()ulethiminsideatnight? well,why you don't?

281 19 20 56 6 ExplaiTtthesituati0m. 0 0 0
282 19 20 56 6 Whydon'tyouspeaktoher? why you don't?

283 19 21 62 1 Ⅰ'dlikeatickettoBoston,please. 0 I would

284 19 21 62 ll T'lltakeaticketontheexpress. 0 Ⅰ will

285 19 22 64 1 2 VnlereCanⅠgetinfoTTnationonhowtogettotheBostonMuseumofFineArts? where Ⅰ can?

286 19 22 64 7 8 Wouldyoutellmehow工CangettotheBostonMuseumofFireArts? 0 you would?

287 19 22 64 10 WouldyoutetImewhenthenexttrainleaves? 0 you would?

288 19 23 66 1 TheGrandHotel,please. 0 0 0
289 19 23 66 4 That'ssixteend011arsandeightycents, 0 that is

290 19 25 70 1 Excuserne.couldyoupleasehe】pmefindmystation? eXCuSeme you couldP

291 19 29 82 5 6 Meanwhile.Keiko,willyouteachrrLehowtocooksukiyaki,nyfavorEteJapanesedish you will?

292 20 10 53 7 There'ssomeoneⅠwantyoutomeet. 0 there is

293 20 12 63 1 Adam,mayIaskyousomeming? Adam Ⅰ may?
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mind gettinganewnotebookforme 0 mother > SO〔 3

have 0 customer > clerk 3

prefer abrightercolor 0 customer > clerk 3

drop usafew]]'neswhenyoufindtimetowrite 0 teacher > student 3

te日 meabouttheJapaneseschoolyear Keiko student > student 1
show mearound 0 student > student 1

te川 meaboutyourneighborhood Kyoko student > student 1

tellmehoWtogettoKabukiza 0 student > student 4

ask afaVororyou John student > studeー】t 1

mind ifll】SeyOurCOmputar 0 student > student 1

help mewiththatreporttomorrow 0 student > student 1

)ike tomakeanappo]Pntment please patient > recept10nist 3

like 【oseethedentistassoonaspossible 0 patient > receptionist 3

0 yOurname please receptionist > patient 2

spelⅠyOurname please > patient 2

lethiminsideatnight 0 student > neighbor 4

explain 0 student > neighbor 4

speak toher 0 student > neighbor 4

Hke please passenger > clerk 3

take aticketontheexpress 0 passenger > clerk 3

getinformationonhowtogettotheBostonMuseumofFineArts 0 passenger > stranger 4

tellmehowlCangettotheBostonMuseum0fFineArts 0 student > attendant 3

te】l 0 student > atte一一dant 3

0 please passenger > 3

help mefinemystation please stranger > student 4

teach mehowtocooksukiyaki.myfavoriteJapanesedish 0 studenと > student 1

0 someoneⅠWantyoutomeet 0 student < student 1

ask yousomething 0 student > student 1
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